
 

武蔵野市第四期長期計画調整計画 

（平成20年度～24年度）討議要綱 

～ 計 画 づ く り に 向 け て の 課 題 と 論 点 ～  

 

１  現 在 武 蔵 野 市 は 「 第 四 期 基 本 構 想 」 （ 平 成 16年 12月 議 決 ） に 併

せ て 策 定 さ れ た 「 第 四 期 長 期 計 画 」 以 降 の 情 勢 変 化 を 組 み 込 ん だ

「 調 整 計 画 」 の 策 定 を 進 め て い ま す 。  

２  策 定 委 員 会 は 市 長 の 委 嘱 を 受 け 、 本 年 ４ 月 よ り 「 調 整 計 画

（ 案 ） 」 づ く り の 作 業 に あ た っ て き ま し た が 、 今 回 新 た に 設 置 さ

れ た 市 民 会 議 の 提 言 や 、 市 長 な ど へ の ヒ ア リ ン グ 、 市 議 会 各 会 派

の 意 見 な ど を 参 考 に 、 主 要 な 課 題 や 論 点 を 整 理 し 「 討 議 要 綱 」 を

と り ま と め ま し た 。  

３  来 年 ２ 月 の 「 調 整 計 画 （ 案 ） 」 の 作 成 と 市 長 へ の 答 申 を 目 指 し 、

市 議 会 、 教 育 委 員 会 、 市 民 会 議 、 市 長 な ど へ の ヒ ア リ ン グ や パ ブ

リ ッ ク コ メ ン ト を 通 じ 、 広 く ご 意 見 を 求 め 、 議 論 を 深 め て い き た

い と 考 え て い ま す 。  

４  本 市 が 先 駆 け と な り 、 こ れ ま で 誇 り と し て き ま し た ‘ 参 加 の 計

画 づ く り ’ を さ ら に 前 進 さ せ る た め 、 是 非 と も 議 員 、 市 民 、 職 員

の 方 々 の 積 極 的 な 取 り 組 み を お 願 い す る 次 第 で す 。  

 

①  文 書 に よ る 意 見 提 出 は 下 記 宛 て に ９ 月 30日 ま で に お 願 い 致 し ま す 。  
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Ⅰ ． 計 画 の 位 置 付 け と 策 定 の

方 法  

（ ⅰ ） 「 第 四 期 長 期 計 画 調 整

計 画 」 の 位 置 付 け  

 武 蔵 野 市 は 、 市 政 の 計 画 的 運

営 を 図 る た め 、 昭 和 46年 か ら 計

画 期 間 を 10年 （ 第 ２ 期 、 第 ３ 期

は 12年 ） と す る 基 本 構 想 の 議 決

に 併 せ 、 実 行 計 画 と し て の 長 期

計 画 を 策 定 し て い る 。 し か し 、

社 会 の 変 化 が 激 し い 現 在 で は 、

10年 と い う 期 間 は 非 常 に 長 く 、

当 初 の 長 期 計 画 を 策 定 し た と き

に は 想 定 し 得 な か っ た 課 題 も 生

じ る 。 そ こ で 、 こ の よ う な 状 況

に 対 応 し 長 期 計 画 の 実 効 性 を 保

つ た め 、 市 政 選 挙 に あ わ せ 、 基

本 構 想 の 枠 組 み の 中 で 、 長 期 計

画 を ベ ー ス に 必 要 な 修 正 や 時 代

に あ っ た 施 策 を 追 加 し 改 定 し た

も の が 「 調 整 計 画 」 で あ る 。  

 「 第 四 期 長 期 計 画 」 は 、 平 成

16年 12月 に 議 会 の 議 決 を 受 け て

定 め ら れ た 「 武 蔵 野 市 第 四 期 基

本 構 想 」 に 併 せ て 策 定 さ れ た 計

画 で あ る 。 こ の 度 の 調 整 計 画 は 、

平 成 17年 の 市 長 の 交 代 や 様 々 な

社 会 情 勢 の 変 化 に 対 応 す べ く 、

当 初 の 予 定 よ り １ 年 前 倒 し し て

長 期 計 画 を 調 整 す る も の で 、 調

整 計 画 の 計 画 期 間 は 平 成 20年 度

か ら 平 成 24年 度 ま で の ５ か 年 で

あ る 。  

 

（ ⅱ ） 計 画 策 定 の 方 法 と 手 順  

 今 回 の 調 整 計 画 （ 案 ） 策 定 に

あ た っ て は 、 「 市 民 が 主 役 の 市

政 」 を 標 榜 す る 邑 上 市 長 の 方 針

も あ り 、 よ り 多 く の 市 民 の 参 加

を 得 る 目 的 で 、 策 定 委 員 会 設 置

に 先 立 ち 、 第 四 期 長 期 計 画 の ５

つ の 行 政 分 野 ご と に 公 募 市 民 に

よ る 分 野 別 市 民 会 議 を 設 け 、 市

民 生 活 の 視 点 か ら 、 自 由 な 発 想

で 論 議 し た 結 果 の 提 言 書 を い た

だ い た 。 提 言 書 の 内 容 は 、 こ れ

ま で 行 政 の 視 点 か ら は 気 づ か な

か っ た 問 題 点 や 課 題 を 含 ん だ も

の と な っ て お り 、 調 整 計 画

（ 案 ） 策 定 の 参 考 と さ せ て い た

だ く 。  

策 定 委 員 会 に も 従 来 の よ う に

学 識 経 験 者 だ け で は な く 、 各 分

野 別 市 民 会 議 よ り 推 薦 さ れ た 市

民 委 員 を 策 定 委 員 と し て 加 え る

方 式 を 採 用 し た 。 策 定 委 員 会 に

公 募 を 通 じ た 市 民 が 参 加 す る の

は 、 初 の 試 み で あ る 。 ま た 、 策

定 委 員 会 は 原 則 公 開 で 行 わ れ て

い る が 、 こ れ も 初 の 試 み で あ る 。
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こ の 新 た な 策 定 方 式 を 定 着 さ せ

る た め に は 、 市 民 、 職 員 の 意 識

改 革 と 理 解 が 重 要 だ と 考 え る 。

こ の 調 整 計 画 （ 案 ） 策 定 過 程 で

の お 互 い の 成 長 こ そ が 、 今 後 ま

す ま す 盛 ん に な る 市 民 と 市 と の

真 の 協 働 に つ な が る も の と 考 え

て い る 。  

 

（ ⅲ ） 「 討 議 要 綱 ～ 計 画 づ く

り に 向 け て の 課 題 と 論 点

～ 」 の 役 割 と 性 格  

 こ の 度 の 「 討 議 要 綱 ～ 計 画 づ

く り に 向 け て の 課 題 と 論 点 ～

（ 以 下 、 討 議 要 綱 と い う 。 ） 」

は 、 調 整 計 画 （ 案 ） を 策 定 す る

に あ た り 、 そ の 前 段 階 で 、 策 定

委 員 会 が 市 民 会 議 提 言 書 や 市 の

意 見 な ど を 参 考 に し て 、 こ れ か

ら 議 員 や 市 民 、 職 員 の 皆 さ ん と

討 議 し た い 事 項 を ま と め た も の

で あ る 。  

従 来 の 討 議 要 綱 は 、 調 整 計 画

（ 案 ） に 盛 り 込 む べ き 施 策 を 網

羅 的 に 記 載 し て お り 、 討 議 要 綱

と 調 整 計 画 （ 案 ） は ほ ぼ 直 結 し

て い た が 、 こ の 「 討 議 要 綱 」 は 、

従 来 と 異 な り 多 方 面 か ら の 議 論

を 呼 び 起 こ す た め に 、 「 論 点 や

問 い か け の 素 材 」 と し て 示 し て

い る も の で あ る 。 皆 さ ん の 多 方

面 か ら の 積 極 的 な 議 論 を 期 待 し

た い 。  

こ の 「 討 議 要 綱 」 を も と に 議

員 や 市 民 、 職 員 の 皆 さ ん と 議 論

し 、 論 点 を 策 定 委 員 会 で 整 理 し

調 整 計 画 （ 案 ） を 策 定 す る 。 従

っ て 、 「 討 議 要 綱 」 に 記 載 し て

い る 事 項 は 、 こ の ま ま 調 整 計 画

（ 案 ） に 直 接 結 び つ く も の と は

限 ら な い こ と を ご 理 解 い た だ き

た い 。   

策 定 委 員 会 も こ の 議 論 を 通 し

て 、 調 整 計 画 （ 案 ） 策 定 へ の 新

た な 視 点 を 持 つ こ と が で き る も

の と 期 待 し て い る 。  
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Ⅱ．計 画 策 定 の前 提 条 件  

（ ⅰ ） 「 第 四 期 基 本 構 想 と 長 期

計 画 」 の 枠 組 み と 進 捗 状 況  

１ ． 「 第 四 期 基 本 構 想 と 長 期 計

画 」 の 枠 組 み  

＜ 第 四 期 基 本 構 想 と は ＞  

基 本 構 想 と は 、 市 の 将 来 像 や

基 本 的 な 理 念 を 示 す も の で 、 地

方 自 治 法 に お い て 、 全 て の 市 町

村 に 策 定 が 義 務 づ け ら れ て い る 。

こ の 基 本 構 想 を 策 定 す る に は 議

会 の 議 決 が 必 要 と さ れ る 。 市 の

様 々 な 計 画 や 事 業 は 基 本 構 想 に

基 づ い て 行 わ れ て い る 。 第 四 期

基 本 構 想 で は 、 武 蔵 野 市 の 今 後

10年 の ま ち づ く り の 目 標 と し て 、

下 記 の ３ 点 を 掲 げ て い る 。   

・  都 市 の 窓 を 開 こ う  

・  新 し い 家 族 を 育 て よ う  

・  持 続 可 能 な 社 会 を つ く ろ う  

そ し て 、 そ の 基 本 理 念 の 下 、

「 ま ち づ く り の 目 標 ・ 個 性 を 活

か し た 圏 域 ご と の ま ち づ く り 」

を 掲 げ 、 さ ら に 、 具 体 的 な 施 策

の 柱 と な る 「 施 策 の 大 綱 」 を 記

載 し て い る 。   

＜ 第 四 期 長 期 計 画 と は ＞  

長 期 計 画 は 本 市 の 場 合 、 基 本

構 想 の 策 定 と 併 せ て 策 定 さ れ る

も の で 、 市 議 会 で 議 決 さ れ た 基

本 構 想 の 理 念 に 基 づ い て 、 具 体

的 な 施 策 や 事 業 な ど を 示 し た 計

画 期 間 10年 の 計 画 で あ る 。 長 期

計 画 は 財 源 に 一 定 の 裏 づ け を も

つ 前 半 ５ 年 間 の 実 行 計 画 と 、 将

来 的 に 実 施 す べ き 事 業 と し て 、

後 半 ５ 年 間 の 展 望 計 画 に よ っ て

構 成 さ れ て い る 。 今 回 策 定 す る

調 整 計 画 と は 、 第 四 期 基 本 構 想

の 枠 組 み 内 で 、 長 期 計 画 を 見 直

し す る 計 画 で あ る 。  

 

２ ． 進 捗 状 況  

第 四 期 長 期 計 画 で は 、 優 先 施

策 と し て 次 の ６ つ を 掲 げ て い る 。  

  

・  安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り の

推 進  

・  高 齢 者 福 祉 施 策 の 推 進  

・  子 ど も 施 策 の 推 進  

・  緑 化 ・ 環 境 施 策 の 推 進  

・  吉 祥 寺 の ま ち づ く り の 推 進  

・  武 蔵 境 の ま ち づ く り の 完 成  

 

 こ れ ら の 優 先 施 策 を は じ

め 、 計 画 期 間 の 初 年 度 で あ る

平 成 17年 度 か ら 平 成 19年 度 途

中 ま で の 主 な 実 績 は 以 下 の と

お り で あ る 。  
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【 安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り の

推 進 】  

◇  防 犯 性 の 高 い ま ち づ く り の

推 進  

・ ホ ワ イ ト イ ー グ ル を 、 ２ 台 か

ら ３ 台 体 制 に 増 強 。  

◇  地 域 防 災 力 の 向 上  

・ 防 火 水 槽 な ど の 整 備 は 、 99.5

％ 完 了 。  

・ 災 害 時 に 避 難 所 と な る 市 立 の

小 ・ 中 学 校 の 災 害 用 井 戸 は 、 平

成 19年 度 中 に 全 校 に 設 置 完 了 の

予 定 。  

・ 防 災 広 場 の 整 備 実 施 。  

◇  防 災 安 全 セ ン タ ー の 設 置  

・ 防 災 安 全 セ ン タ ー 稼 動 。  

◇ 地域で子どもを守る体制づくり 

・ 子 ど も の 安 全 確 保 の た め 、 学

校 、 子 育 て 施 設 、 地 域 に お い て 、

防 犯 機 能 の 強 化 、 不 審 者 情 報 の

提 供 な ど 、 地 域 で 子 ど も を 守 る

体 制 づ く り を 推 進 。  

・ 全 て の 公 立 保 育 園 に 門 扉 の

オ ー ト ロ ッ ク 化 及 び 防 犯 カ メ ラ

を 設 置 。 ま た 、 全 て の 市 立 小 ・

中 学 校 、 幼 稚 園 へ の 、 防 犯 カ メ

ラ を 設 置 。  

 

 

 

【 高 齢 者 福 祉 施 策 の 推 進 】  

◇  福 祉 総 合 計 画 の 策 定  

 第 四 期 長 期 計 画 の 個 別 計 画 と

し て 、 「 地 域 福 祉 計 画 」 「 高 齢

者 保 健 福 祉 計 画 」 「 介 護 保 険 事

業 計 画 」 「 障 害 者 計 画 」 の 法 定

４ 計 画 を 一 体 的 に 策 定 。 （ 「 障

害 者 計 画 」 に つ い て は 、 障 害 者

自 立 支 援 法 の 施 行 に 伴 い 、 平 成

18年 度 に 新 た に 策 定 。 ）  

◇  健 康 づ く り 支 援 セ ン タ ー の

開 設  

市 民 が 自 ら の 健 康 づ く り を 自

発 的 に 実 践 で き る よ う に 「 健 康

づ く り 支 援 セ ン タ ー 」 を 開 設 。  

◇  吉 祥 寺 本 町 在 宅 介 護 支 援 セ

ン タ ー の 開 設  

・ 一 中 地 区 に 「 吉 祥 寺 本 町 在 宅

介 護 支 援 セ ン タ ー 」 を 設 置 。 介

護 保 険 制 度 に よ ら な い 本 市 独 自

の ミ ニ デ イ サ ー ビ ス 、 年 中 無 休

の 緊 急 一 時 シ ョ ー ト ス テ イ （ ４

床 ） を 併 設 。  

◇ 地域包括支援センターの設置 

・ 介 護 予 防 を 重 視 す る 観 点 か ら 、

平 成 18年 ４ 月 、 市 内 の ６ か 所 の

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー の 内 、 ３

か 所 に 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を

併 設 。  
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【 子 ど も 施 策 の 推 進 】  

◇ 乳 幼 児 医 療 費 助 成 制 度 所 得 制

限 の 撤 廃  

・ 平 成 17年 10月 、 従 来 あ っ た 所

得 制 限 を 撤 廃 し 、 小 学 校 就 学 前

の す べ て の 乳 幼 児 に 医 療 費 助 成

を 実 施 。  

◇ 地 域 子 ど も 館 の 本 格 実 施  

・ 自 由 来 所 型 の 地 域 子 ど も 館 事

業 を 、 平 成 17年 ４ 月 に 校 庭 開 放 、

図 書 室 開 放 を 統 合 し た 地 域 子 ど

も 館 と し て 全 て の 小 学 校 に 開 設 。  

◇ 教 育 支 援 セ ン タ ー  

・ 平 成 17年 度 に 教 育 相 談 所 、 幼

児 教 育 相 談 室 、 訪 問 相 談 室 を 統

合 し た 教 育 支 援 セ ン タ ー を 開 設 。

相 談 事 業 の 充 実 と と も に 、 学 校

支 援 機 能 を 強 化 す る た め 、 市 立

全 小 学 校 に 臨 床 心 理 士 を 派 遣 。

平 成 19年 度 、 同 セ ン タ ー の 臨 床

心 理 士 を 市 立 全 中 学 校 に も 派 遣

し 、 都 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と

あ わ せ 週 ２ 日 の 相 談 日 を 設 定 。  

 

【 緑 化 ・ 環 境 施 策 の 推 進 】  

◇ 環 境 基 本 計 画 の 改 定  

・ 環 境 基 本 条 例 に 掲 げ る 基 本 理

念 を 実 現 す る た め 、 環 境 基 本 計

画 を 改 定 。  

 

◇ 武 蔵 野 市 農 業 振 興 基 本 計 画 の

改 定  

・ 武 蔵 野 市 農 業 振 興 基 本 計 画 を

改 定 。  

◇ 特 色 あ る 公 園 の 整 備  

 境 三 丁 目 緑 地 、 関 前 四 丁 目 公

園 な ど の 新 設 と と も に 、 農 業 ふ

れ あ い 公 園 、 境 冒 険 遊 び 場 公 園

な ど の 特 色 あ る 公 園 づ く り を 実

施 。  

 

【吉祥寺のまちづくりの推進】  

◇ 吉 祥 寺 グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 策

定  

・ 中 長 期 の 吉 祥 寺 の ま ち づ く り

の 方 針 を 示 す 吉 祥 寺 グ ラ ン ド デ

ザ イ ン を 策 定 。  

 

【武蔵境のまちづくりの完成】  

◇ 鉄 道 連 続 立 体 交 差 事 業 の 推 進  

・ 平 成 18年 12月 に 西 武 多 摩 川 線

が 高 架 化 、 平 成 19年 ７ 月 に Ｊ Ｒ

中 央 線 の 下 り 線 が 高 架 化 。  

 

・ 障害者就労支援センターを開設 

・ 「 ま ち づ く り 条 例 （ 仮 称 ） 検

討 委 員 会 」 を 発 足 し 、 「 参 加 と

優 先 施 策 以 外 の 実 績 は 以 下

の と お り で あ る 。  
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連 携 」 、 「 開 発 調 整 」 に お け る

手 続 き や 仕 組 み な ど に つ い て 検

討 中 。  

・ 北 町 第 一 住 宅 の 建 て 替 え は 、

平 成 19年 度 完 成 予 定 で 、 西 久 保

住 宅 は 平 成 21年 度 、 移 転 ・ 建 て

替 え 予 定 。  

・ 都 営 武 蔵 野 ア パ ー ト の 建 て 替

え は 、 平 成 22年 度 の 完 成 を 目 指

し て お り 、 障 害 者 福 祉 施 設 、 児

童 福 祉 施 設 、 シ ル バ ー ピ ア を 併

設 予 定 。  

・ ム ー バ ス ６ 号 ・ ７ 号 路 線 の 運

行 開 始 。  

・ 三 鷹 駅 北 口 エ レ ベ ー タ ー ・ 下

り エ ス カ レ ー タ ー の 運 行 開 始 。  

・ 紙 で 記 録 ・ 管 理 し て い た 戸 籍

を コ ン ピ ュ ー タ に よ る デ ー タ 管

理 に 変 更 。  

・ 調 整 計 画 策 定 に 、 よ り 多 く の

市 民 の 声 を 反 映 さ せ る た め 、 公

募 市 民 97人 に よ る 市 民 会 議 を 設

置 。  

・ 「 第 二 次 武 蔵 野 市 行 財 政 改 革

を 推 進 す る た め の 基 本 方 針 （ 平

成 17～ 21年 度 ） 」 を 策 定 。  

・ Ｎ Ｐ Ｏ 団 体 な ど へ の 活 動 支 援

の 指 針 を 示 す Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 促 進 基

本 計 画 を 策 定 。  

 

（ ⅱ ） 「 調 整 計 画 」 策 定 を 取

り 巻 く 社 会 環 境 の 変 化  

こ の 度 、 調 整 計 画 を 改 定 す る

に は 以 下 の 社 会 環 境 の 変 化 が あ

る 。  

１ ． 地 方 分 権 の 進 展  

地 方 分 権 は 国 と 地 方 の 関 係 を

対 等 ・ 協 力 関 係 へ 大 き く 変 え る

も の で あ り 、 自 治 体 の 自 立 性 が

強 化 さ れ る と と も に 、 市 民 に 対

す る 責 任 も 今 ま で 以 上 に 問 わ れ

る こ と に な る 。 夕 張 市 の よ う な

自 治 体 の 破 綻 は 極 端 な 例 で は あ

る が 、 自 治 体 運 営 に は よ り 一 層

の 高 い 規 律 が 求 め ら れ て い る 。

ま た 、 三 位 一 体 の 改 革 は 市 の 財

政 に 変 化 を も た ら し て い る 。 本

来 、 地 方 財 政 の 強 化 を も た ら す

べ き 改 革 が 、 本 市 の よ う な 豊 か

な 自 治 体 に と っ て は 、 逆 に 補 助

金 の 削 減 や 税 収 減 を も た ら す こ

と に な る 。 「 最 小 の 経 費 で 最 大

の 効 果 」 を あ げ る こ と を 追 求 し 、

自 治 体 と し て の 体 質 強 化 が 求 め

ら れ て い る 。  

２．福祉・保健分野での制度改正 

介 護 保 険 法 の 改 正 、 障 害 者 自

立 支 援 法 の 施 行 な ど に よ る 制 度

改 正 が あ っ た 。 国 が 進 め る 社 会

保 障 制 度 改 革 の 中 で 、 国 ・ 都 道
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府 県 ・ 市 町 村 が そ れ ぞ れ の 役 割

を 果 た す こ と が 大 切 で あ る 。 制

度 の 狭 間 に あ っ て 困 っ て い る 方

や 低 所 得 層 の 方 な ど に 対 し 、 市

と し て 何 が で き る か が 課 題 と な

っ て い る 。  

３ ． 環 境 問 題 の 深 刻 化  

世 界 各 地 で の 異 常 気 象 や 都 市

の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 化 に 伴 い 、

市 民 生 活 に も 影 響 が 出 始 め て い

る 。 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 目 標 を

定 め た 「 京 都 議 定 書 」 が 平 成 17

年 ２ 月 に 発 効 し た 。 本 市 に お い

て も 、 全 て の 施 策 を 環 境 の 視 点

で 捉 え 直 し 、 環 境 に 負 荷 が か か

ら な い よ う 施 策 を 展 開 す る 必 要

が あ る 。  

４ ． 都 市 防 災 対 策 の 必 要 性 の 高

ま り  

平 成 17年 ９ 月 の 集 中 豪 雨 で は

市 内 に お い て も 深 刻 な 浸 水 被 害

が 発 生 し た 。 ま た 、 先 ご ろ 発 生

し た 新 潟 県 中 越 沖 地 震 や 平 成 16

年 に 発 生 し た 新 潟 県 中 越 地 震 な

ど 、 自 然 災 害 が 目 立 つ よ う に な

っ た 。 今 後 、 武 蔵 野 市 で の 自 然

災 害 が 起 こ る リ ス ク に 対 し 、 さ

ら に 一 層 の 備 え を 行 う こ と が 必

要 で あ る 。  

 

５ ． 都 市 基 盤 の リ ニ ュ ー ア ル の

必 要 性  

武 蔵 野 市 は 、 豊 か な 財 政 に も

支 え ら れ 、 上 ・ 下 水 道 な ど の 都

市 基 盤 整 備 を 早 い 段 階 で 終 了 し 、

快 適 な 生 活 環 境 を 市 民 に 提 供 し

て き た 。 し か し 、 近 年 こ れ ら の

都 市 基 盤 も 老 朽 化 が 進 み 、 上 ・

下 水 道 、 小 ・ 中 学 校 、 ク リ ー ン

セ ン タ ー な ど の 施 設 に 更 新 時 期

が 迫 っ て き て い る 。 さ ら に 、 文

化 施 設 、 ス ポ ー ツ 施 設 な ど も 、

大 規 模 改 修 が 必 要 と な っ て い る 。

リ ニ ュ ー ア ル に は 多 大 な 財 政 負

担 が 必 要 な た め 、 今 後 慎 重 な 行

財 政 運 営 が 必 要 で あ る 。  

６ ． コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 す る 期 待

の 高 ま り  

ひ と り 親 家 庭 の 増 加 な ど に 見

ら れ る 家 族 の 変 容 や 格 差 社 会 、

超 高 齢 社 会 の 到 来 な ど に よ り 、

地 域 の 中 で 孤 立 し が ち な 方 々 を

見 守 る 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 す

る 期 待 が 高 ま っ た 。 地 域 の つ な

が り が 薄 れ る 中 、 地 域 住 民 が 安

心 ・ 安 全 感 を 持 っ て 暮 ら せ る よ

う な コ ミ ュ ニ テ ィ の 再 構 築 が 求

め ら れ て い る 。 ま た 、 こ れ ま で

市 は 特 定 の 性 別 、 年 齢 、 階 層 を

対 象 と す る 施 設 は 建 設 せ ず 、 コ
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ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー に 機 能 を 集

約 し て い く こ と を 基 本 と し て い

た 。 し か し 、 近 年 コ ミ ュ ニ テ ィ

セ ン タ ー の 新 設 や 施 設 改 築 の 要

望 あ る い は 児 童 館 な ど 特 定 の 年

齢 階 層 を 対 象 と す る 施 設 に 対 す

る 要 望 や 高 齢 者 や 青 少 年 の 「 居

場 所 」 に 対 す る 要 望 が 強 く な っ

て い る 。  

７ ． 都 市 型 居 住 の 需 要 の 増 大  

都 市 型 居 住 の 需 要 の 高 ま り や

規 制 緩 和 あ る い は 景 況 感 の 回 復

な ど の 影 響 を 受 け 、 武 蔵 野 市 に

お い て も 工 場 跡 地 や 社 宅 な ど の

売 却 地 で の マ ン シ ョ ン 開 発 、 あ

る い は 公 団 の 建 て 替 え の 終 了 に

よ っ て 人 口 が 急 増 し た 。 今 後 も

市 内 に 大 規 模 マ ン シ ョ ン 開 発 が

起 こ る 可 能 性 は 大 き く 、 人 口 増

に 対 す る 対 応 や 大 規 模 開 発 に 対

す る 対 策 な ど が 課 題 と な る 。  

 

（ ⅲ ） 武 蔵 野 市 の 現 況 と 将 来  

 武 蔵 野 市 は Ｊ Ｒ 中 央 線 沿 線 に

位 置 し 、 都 心 に 近 い 立 地 条 件 に

よ り 住 宅 都 市 と い う 側 面 と 、 吉

祥 寺 と い う 都 内 で も 有 数 の 商 業

集 積 を 持 っ た ま ち と い う ２ つ の

側 面 を 持 ち 、 魅 力 の あ る ま ち と

し て 有 名 で あ る 。 そ れ だ け に 武

蔵 野 市 に 住 み た い と 思 う 方 も 多

く 、 住 宅 地 ・ 商 業 地 と も 高 い 付

加 価 値 が あ る 。  

 

１ ． 人 口  

武 蔵 野 市 の 人 口 は 、 昭 和 40年

代 に 13万 人 台 に な っ て 以 来 、 安

定 し て い た が 、 緑 町 公 団 や 桜 堤

公 団 の 建 て 替 え な ど が 始 ま る と

急 減 し 、 平 成 ９ 年 に は 一 時 的 に

13万 人 台 を 割 る と こ ろ ま で 達 し

た 。 し か し 、 平 成 10年 以 降 、 人

口 は 回 復 に 向 か い 、 特 に 大 規 模

団 地 の 建 て 替 え 完 了 に 伴 う 戻 り

入 居 や 、 企 業 な ど の 社 宅 跡 地 や

工 場 移 転 跡 地 に 大 規 模 な マ ン シ

ョ ン が 建 つ な ど し て 平 成 16年 か

ら は 急 速 な 伸 び を 示 し た 。  

 一 方 、 高 齢 化 は ま す ま す 進 ん

で お り 、 平 成 19年 １ 月 １ 日 現 在

の 市 の 人 口 に 占 め る 65歳 以 上 の

高 齢 者 の 割 合 は 18.7％ に 達 し て

い る 。 ま た 、 少 子 化 も 進 ん で お

り 、 平 成 17年 度 に は 、 合 計 特 殊

出 生 率 0.77と い う 非 常 に 低 い 数

字 を 記 録 し た （ な お 、 武 蔵 野 市

の 場 合 、 未 婚 率 が 全 国 平 均 に 比

較 し て 非 常 に 高 く 、 単 身 世 帯 が

多 い た め 、 こ の よ う な 特 異 な 数

字 と な る 側 面 も 考 慮 す る 必 要 が
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あ る ） 。 武 蔵 野 市 は 、 人 口 の 純

移 動 率 が 20歳 前 後 の 世 代 で 非 常

に 大 き く 、 若 者 の 転 入 が 多 い の

も 特 徴 の 一 つ で あ る 。  

武 蔵 野 市 の 人 口 を 全 国 の 自 治

体 と 比 較 し て 特 徴 的 な の は 、 平

均 世 帯 人 員 が 1.94人 と 非 常 に 少

な い こ と 、 人 口 密 度 が 1平 方 キ

ロ 当 た り 12,349.95人 で 、 東 京

都 区 内 を 除 け ば 全 国 で 第 ２ 位 と

非 常 に 過 密 な 都 市 で あ る こ と 、

昼 夜 間 人 口 比 率 が 高 い と い う こ

と 、 な ど で あ る 。  

今 後 、 武 蔵 野 市 で は 、 桜 堤 公

団 跡 地 の 開 発 を は じ め と し て 、

い く つ か の 大 規 模 な マ ン シ ョ ン

開 発 が 計 画 さ れ て い る 。 人 口 推

計 に よ る と 、 現 在 市 が 把 握 し て

い る マ ン シ ョ ン 開 発 の 計 画 を 織

り 込 む と 、 平 成 29年 に は 人 口 約

14万 人 に 達 し 、 そ の 後 は 緩 や か

に 減 少 し て い く こ と が 見 込 ま れ

る 。  

 こ う し た 中 で 、 高 齢 者 の 割 合

も ま す ま す 高 く な り 、 調 整 計 画

最 終 年 度 に あ た る 平 成 24年 度 中

に は 21.2％ と な る こ と が 予 想 さ

れ る 。 ま た 、 75歳 以 上 の 高 齢 者

の 割 合 は 11.１ ％ と な る 。 高 齢

者 の 単 独 世 帯 、 高 齢 者 夫 婦 の み

の 世 帯 の 増 加 も 予 測 さ れ て お り 、

平 成 22 年 に は 、 そ れ ぞ れ 約

6,000世 帯 、 約 5,200世 帯 に 増 え

る こ と が 見 込 ま れ る 。  

 一 方 、 ０ 歳 か ら ５ 歳 ま で の 人

口 は 、 団 塊 ジ ュ ニ ア 層 の 出 産 が

見 込 ま れ 、 出 生 率 の 上 昇 の 可 能

性 は 高 い も の の 、 出 生 率 の 高 い

20歳 か ら 39歳 の 人 口 が 過 去 に 比

べ 大 き く 減 少 し て い る こ と を 考

え る と 、 出 生 率 が 多 少 高 ま っ て

も 、 乳 幼 児 人 口 の 減 少 傾 向 は こ

れ か ら も 続 く も の と 考 え ら れ る 。  

 

２ ． 土 地 利 用  

平 成 14年 度 の 武 蔵 野 市 の 土 地

利 用 現 況 調 査 に よ れ ば 、 住 居 系

が 最 も 多 く 市 内 の 約 46％ を 占 め

て い る 。 次 い で 、 道 路 な ど 交 通

系 が 約 16％ 、 公 園 、 運 動 場 な ど

の 空 地 系 が 約 12％ 、 公 共 系 が 約

11％ 、 商 業 系 が ７ ％ と な っ て い

る 。 前 回 の 平 成 ９ 年 の 調 査 結 果

と 比 較 す る と 、 農 業 系 、 工 業 系

が そ れ ぞ れ 0.3ポ イ ン ト 、 空 地

系 が 1.1ポ イ ン ト 減 少 し て い る

一 方 で 、 住 居 系 が 1.3ポ イ ン ト 、

商 業 系 が 0.3ポ イ ン ト 増 加 し て

い る 。  

今 後 の 武 蔵 野 市 の 土 地 利 用 に
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つ い て は 、 都 市 型 居 住 の 需 要 が

弱 ま ら な い 限 り 、 未 利 用 地 （ 市

内 に お け る 構 成 比 率 1.37％ 、 以

下 同 じ ） 、 農 用 地 （ 4.38％ ） 、

工 業 用 地 （ 1.95％ ） な ど が 住 居

系 に 変 わ っ て い く 可 能 性 が 高 い

と 思 わ れ る 。  

 ま た 、 武 蔵 野 市 の 場 合 は 三 多

摩 の 中 で も 社 宅 な ど が 多 い 地 域

で あ る 。 今 後 も 、 こ こ 数 年 に 見

ら れ る よ う に 、 社 宅 な ど が 売 却

さ れ 、 跡 地 に マ ン シ ョ ン な ど が

建 て ら れ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。

農 地 の 転 用 や マ ン シ ョ ン 開 発 に

よ る ま ち の 変 化 へ の 備 え を し て

お く 必 要 が あ る 。  

 

３ ． 産 業  

 農 業 に つ い て は 、 平 成 17年 度

現 在 、 農 家 戸 数 84戸 、 農 業 従 事

者 は 227人 で 、 戸 数 、 従 事 者 と

も に 漸 減 状 況 に あ る 。  

工 業 に つ い て は 、 武 蔵 野 市 の

製 造 品 出 荷 額 は 全 国 的 に も 低 く 、

そ の 額 は 近 年 顕 著 に 低 下 し て お

り 、 減 少 率 は 非 常 に 大 き い 数 値

を 示 し て い る 。 従 業 員 数 ４ 人 以

上 の 工 場 の 数 も 100か 所 以 下 で 、

一 部 大 企 業 が あ る も の の そ の ほ

と ん ど は 零 細 な も の で 、 そ こ で

働 く 従 業 員 の 数 も 低 下 が 続 い て

い る 。  

 武 蔵 野 市 の 工 業 は 、 こ れ ま で

の 経 緯 や 武 蔵 野 市 と い う ま ち の

性 格 を 見 る と 工 場 誘 致 な ど は 不

可 能 で あ り 、 高 い 成 長 を 期 待 す

る こ と は あ ま り 現 実 的 で は な い 。  

 武 蔵 野 市 の 商 業 は 、 小 売 業 で

見 る と 年 間 約 3,000億 円 の 売 り

上 げ が あ り 、 全 国 の 自 治 体 の 中

で も 高 い 水 準 に あ る が 、 そ の う

ち 2,000億 円 は 吉 祥 寺 商 圏 で の

も の で あ る 。 平 成 16年 の 従 業 員

一 人 当 た り 年 間 販 売 額 は 三 多 摩

地 域 に お い て 第 ７ 位 で あ り 、 吉

祥 寺 と い う 巨 大 商 圏 を 抱 え て い

る 割 に そ の 順 位 が 低 い と い う こ

と は 、 吉 祥 寺 商 圏 以 外 の 武 蔵 野

市 内 の 路 線 商 業 の 厳 し い 状 況 を

表 し て い る と も 読 み 取 れ る 。   

商 業 に お い て は 、 立 川 の 急 激

な 発 展 、 三 鷹 駅 南 口 や 武 蔵 小 金

井 駅 周 辺 の 開 発 な ど 、 近 隣 都 市

と の 競 争 が 強 ま る 中 、 吉 祥 寺 に

つ い て は グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 踏

ま え 早 急 な 対 策 が 必 要 で あ る 。  

ま た 、 三 鷹 駅 南 北 で の 大 規 模 開

発 の 影 響 や 、 武 蔵 境 の Ｊ Ｒ 中 央

線 高 架 化 に 伴 う 影 響 な ど 、 こ の

調 整 計 画 期 間 中 の ４ ～ ５ 年 の 間
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に 、 三 駅 圏 と も ま ち の 激 し い 変

化 が 予 想 さ れ 、 今 後 早 急 に 対 策

を 講 じ る 必 要 が あ る 。  

 少 子 高 齢 化 の 進 展 に 伴 う 市 税

の 減 少 が 予 想 さ れ る た め 、 財 源

の 確 保 な ど と し て の 武 蔵 野 市 ら

し い 産 業 の 育 成 と い う 視 点 も 大

切 に す る 必 要 が あ る 。 こ の ま ち

に ふ さ わ し い 産 業 の あ り 方 、 育

成 の 方 法 も 今 後 の 市 の 課 題 の 一

つ と 言 え る 。  
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Ⅲ．「調 整 計 画 」の主 要 課 題 と

論 点  

本 市 の ま ち づ く り は 現 行 の

「 第 四 期 長 期 計 画 」 に 基 づ い て

順 調 に 進 め ら れ て き た 。 し か し

昨 今 の 著 し い 社 会 経 済 状 況 の 変

化 と 参 加 と 市 政 と の パ ー ト ナ ー

シ ッ プ を 求 め る 市 民 の 声 の 高 ま

り に 、 今 回 敢 え て 計 画 期 間 を 繰

上 げ 「 調 整 計 画 」 の 策 定 を 見 る

こ と に な っ た 。  

以 下 で は こ う し た 背 景 と 経 緯

の 意 味 す る と こ ろ を し っ か り 認

識 し 、 こ れ か ら の 広 範 な 議 論 と

検 討 を 活 発 に 進 め て い く た め 、

「 調 整 計 画 」 策 定 に 向 け て の そ

の 全 体 に 及 ぶ 基 本 的 な 視 点 と 施

策 分 野 別 の 具 体 的 な 課 題 や 論 点

を 挙 げ る も の と す る 。  

 

（ ⅰ ） 「 調 整 計 画 」 全 体 に 関

わ る 基 本 的 な 視 点  

「 第 四 期 基 本 構 想 ・ 長 期 計

画 」 の 新 た な 展 開 を 目 指 す こ れ

ま で の 議 論 の 全 体 を 眺 め 渡 す と 、

概 ね 次 の ３ つ の 角 度 か ら 今 回 の

｢調 整 計 画 ｣策 定 の 基 調 と な る 視

点 は 整 理 さ れ る 。  

第 一 は こ の 具 体 の 武 蔵 野 市 と

言 う 都 市 に 投 影 さ れ る 今 日 的 な

‘ 社 会 経 済 状 況 の 動 き ’ か ら 生

じ る 視 点 の 群 で あ り 、 こ れ ら に

伴 っ て ま ち づ く り 全 般 を 通 し て

の 発 想 転 換 が 求 め ら れ る 。  

こ う し た 中 で の 地 域 や 市 民 生

活 の 将 来 の あ り 方 を 見 通 す な ら

ば 、 第 二 は ‘ 市 民 生 活 や ま ち づ

く り の 中 で 今 実 際 に 当 面 す る 問

題 の 解 決 、 そ し て 今 後 に 予 測 さ

れ る リ ス ク の 回 避 ’ の た め の 、

さ ら に 第 三 は ‘ 市 民 の 生 き 方 や

暮 ら し 、 都 市 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の

一 層 の 活 性 化 と 高 水 準 達 成 ’ に

向 か っ て の 視 点 の 群 で あ り 、 こ

れ か ら の 都 市 経 営 に お い て は 両

者 間 の 均 衡 を 如 何 に 保 つ か が 問

わ れ よ う 。  

 

（ １ ） ‘ つ く る ’ か ら ‘ 使 う ’ 、

‘ 保 つ ’ へ の 転 換 を  

都 市 基 盤 を は じ め 装 置 、 施 設

な ど 本 市 の 市 民 生 活 環 境 整 備 は

他 都 市 と 比 べ 群 を 抜 く 状 態 に あ

る 。 部 分 的 な 不 足 は あ っ て も 、

今 後 ま す ま す 多 様 化 す る 自 己 実

現 や 福 祉 向 上 へ の 市 民 要 望 に 対

し て 、 新 た に ‘ つ く る ’ こ と を

1． ‘ 社 会 経 済 の 動 き ’ か ら

の ３ つ の 視 点  
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考 え る 前 に 、 ま ず 豊 富 な 社 会 資

本 ス ト ッ ク の 上 手 で 、 有 効 な ‘

利 活 用 ’ と 適 切 で ユ ー ザ ー 本 意

の ‘ 運 営 、 維 持 管 理 ’ の 充 実 を

考 え 、 い ろ い ろ な 知 恵 と 工 夫 を

凝 ら し て い く こ と が 望 ま れ る 。  

 

（ ２ ） ‘ ハ ー ド ウ ェ ア ’ か ら

‘ ソ フ ト ウ ェ ア ’ の 発 想 重

視 へ  

 昨 今 の ま ち づ く り で は 器 づ く

り よ り も 中 身 の 充 実 を 、 物 的 環

境 整 備 以 前 に 社 会 的 環 境 の 調 整

を 、 硬 い ル ー ル 適 用 よ り も 柔 軟

で き め 細 か な 支 援 を 、 な ど ハ ー

ド ウ ェ ア よ り も ソ フ ト ウ ェ ア 、

ヒ ュ ー マ ン ウ ェ ア 優 先 を 求 め る

ケ ー ス が 増 え て き て い る 。 ま ち

づ く り で の ハ ー ド 要 素 は 不 可 欠

で あ る が 、 と り わ け 成 熟 の 進 む

本 市 の よ う な 都 市 で は 市 民 の 価

値 や 行 動 の 選 択 は 物 よ り 心 へ 、

数 量 よ り 質 へ 移 行 し つ つ あ り 、

こ う し た 潮 流 を 見 極 め な が ら ソ

フ ト ウ ェ ア 重 視 の 発 想 を 市 の 施

策 や サ ー ビ ス に 取 り 入 れ て 行 く

配 慮 が 求 め ら れ て い る 。  

 

 

 

（ ３ ） 広 い 視 野 か ら ま ち づ く

り を 。 ‘ 一 度 立 ち 止 ま っ て

見 直 し ’ 、 明 日 の イ メ ー ジ

へ  

長 期 に わ た っ て 本 市 は 計 画 主

導 と 豊 か な 財 政 力 に 支 え ら れ 環

境 づ く り や 社 会 資 本 形 成 に 努 め 、

全 国 の モ デ ル と も さ れ る ま ち づ

く り を 進 め て き た 。 と は 言 え 、

自 治 体 行 政 の 高 次 化 、 多 様 化 す

る 市 民 ニ ー ズ へ の 的 確 な 対 応 の

必 要 、 分 権 の 進 展 に よ る 今 ま で

以 上 の 自 治 体 と し て の 責 務 と 財

政 的 裏 づ け へ の 要 請 に 迫 ら れ て

お り 、 本 市 の 将 来 発 展 に つ い て

も 同 じ 延 長 線 上 を た ど り 得 る か

否 か は か な り 不 透 明 と 言 え よ う 。  

そ こ で 本 市 の ま ち づ く り も 従

来 通 り の 方 向 に ひ た す ら に 走 り

続 け る の で は な く 、 一 度 立 ち 止

ま り 、 長 期 的 な 視 野 か ら 来 し 方

を 顧 み 、 将 来 の 都 市 像 や 都 市 づ

く り 戦 略 に つ い て 議 論 の 輪 を 広

げ る 時 期 を 持 っ て も 良 い 。 今 回

市 民 、 市 政 で の こ う し た 感 覚 の

共 有 は 、 本 市 の 将 来 発 展 へ の 意

欲 を 創 出 す る に 違 い な い 。  
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（ １ ） 本 当 に 困 っ て い る 人 々

へ の ‘ 社 会 へ の 信 頼 感 、 支

え ら れ 感 ’ の 回 復 と 創 出 へ

の 支 援  

暮 ら し の 豊 か さ と ゆ と り が 語

ら れ る 本 市 に あ っ て も 、 高 齢 化

や 所 得 格 差 の 進 行 、 家 族 崩 壊 や

子 育 て 不 安 、 そ し て い じ め や 不

登 校 の 発 生 な ど 、 地 域 社 会 の 日

常 に 疎 外 や 孤 立 を 感 じ る 市 民 が

見 出 さ れ る 。 少 数 で あ っ て も こ

う し た 人 々 に 対 し て 、 そ れ を 自

己 責 任 に 帰 す る こ と な く 人 間 性

へ の 思 い や り と 公 共 性 の 原 点 に

立 ち 返 り 、 ‘ 社 会 へ の 信 頼 、 支

え ら れ 感 ’ の 回 復 に 向 か っ て 直

接 、 間 接 何 ら か の 具 体 的 な 社 会

的 支 援 、 つ ま り ミ ニ マ ム な 生 活

保 障 へ の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 仕

組 み づ く り を 考 え て い く こ と が

望 ま れ る 。  

 

（ ２ ） 日 常 生 活 点 で の ‘ 多 様

な ケ ア 、 サ ー ビ ス 拠 点 と 気

安 い 居 場 所 ’ の 確 保  

 福 祉 、 保 健 ・ 医 療 、 子 育 て な

ど の 公 的 な ケ ア 、 支 援 サ ー ビ ス

の 舞 台 に は 即 応 性 や 親 近 感 の あ

る 居 住 地 近 辺 や 自 宅 が ふ さ わ し

く 、 高 齢 化 な ど に 伴 っ て 暮 ら し

の 安 心 、 安 全 の た め に も そ う し

た環境を期待する声は増大している。 

こ の た め に は 多 分 野 で の ケ ア

や サ ー ビ ス を 複 合 的 に 提 供 出 来

る シ ス テ ム 、 そ し て あ ら ゆ る 世

代 に と っ て の  ‘ 居 場 所 ’ を 兼

ね た 日 常 生 活 点 で の 拠 点 づ く り

が 望 ま れ る 。 先 駆 的 な コ ミ ュ ニ

テ ィ 施 策 の 経 験 を 持 つ 本 市 だ け

に 、 既 存 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

タ ー の 位 置 づ け 、 性 格 の 明 確 化

も 含 め て 、 既 存 施 設 な ど の 利 活

用 を 中 心 に 新 た な 対 応 へ の 工 夫

が 期 待 さ れ て い る 。  

 

（ ３ ） 地 域 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ の

実 情 に 対 応 す る  ‘ 総 合 的 、

横 断 的 行 政 ’ へ の 期 待  

市 民 の 暮 ら し に 直 結 し 、 き め

細 か く 、 リ ア ル タ イ ム で 対 応 し 、

最 大 限 機 能 発 揮 し 得 る 行 政 の あ

り 方 は 、 従 来 、 大 き な 懸 案 で あ

る が 、 中 で も 上 記 （ ２ ） の 視 点

と も 関 連 し て 、 地 域 ・ コ ミ ュ ニ

テ ィ の 実 情 認 識 に 基 づ き 、 行 政

が 一 体 と し て 、 適 切 に 行 動 で き

２ ． ‘問題解決とリスク回避’

か ら の ４ つ の 視 点  
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る 市 政 を 要 望 す る 声 が 増 え て い

る 昨 今 と 言 え る 。  

こ れ に つ い て は 制 度 的 な 規 定

や 所 掌 業 務 範 囲 を 超 え て の 地 域

担 当 チ ー ム 制 な ど 、 地 域 と 市 民

生 活 対 応 型 の 総 合 的 な 施 策 立 案

と 横 断 的 で 機 動 性 あ る 組 織 体 制

づ く り に 期 待 が か か る と こ ろ で

あ る 。  

 

（ ４ ） ま ち づ く り の 流 れ を 次

世 代 に 継 承 す る た め の ‘ 将

来 的 リ ス ク ’ へ の 留 意  

‘ 最 も 住 み た い 街 ’ の ト ッ プ

ク ラ ス に 挙 げ ら れ る こ と の 多 い

本 市 。 し か し 高 齢 化 や 都 市 基 盤

の 老 朽 化 な ど の 内 的 要 因 に 加 え

て 、 東 京 都 市 圏 で の ト レ ン ド な

ど 外 部 か ら も 多 面 に わ た る プ ラ

ス 、 マ イ ナ ス の 影 響 が 及 び 、 常

に 大 き な 変 化 に 向 き 合 っ て い る

の が 現 実 で あ る 。  

こ う し た 中 、 都 市 経 営 の 基 礎

と な っ て き た 豊 か な 財 政 、 緑 豊

か な 住 環 境 や 景 観 を 守 っ て き た

従 来 の 土 地 利 用 形 態 、 広 域 商 業

中 心 と し て の 吉 祥 寺 の 街 の パ

ワ ー な ど が 将 来 も 維 持 さ れ る に

は 、 そ れ ぞ れ に つ い て の リ ス ク

を 見 通 し 、 回 避 す る た め の 戦 略

や 方 策 、 特 に 多 方 面 で の 情 報 ・

知 識 や 企 画 力 を 高 め 、 そ の 担 い

手 と な る 人 材 育 成 の 強 化 が 必 要

と さ れ る 。  

 

（ １ ） ま ち づ く り に お け る ‘

市 民 と 市 の 協 働 ’ と ‘ 市 民

の パ ワ ー 強 化 ’ の 促 進  

 Ｎ Ｐ Ｏ 、 ボ ラ ン テ ィ ア を は じ

め 多 様 な 市 民 参 加 が 広 が る 今 日 、

ま ち づ く り は 沢 山 の 主 体 の 協 働

の 産 物 で あ り 、 結 果 だ け で な く

プ ロ セ ス も 評 価 さ れ る 時 代 と な

っ て い る 。  

 こ う し た 状 況 を 見 据 え 、 本 市

は 今 改 め て 新 た な 公 と 民 の パ ー

ト ナ ー シ ッ プ の 形 成 や 適 切 な 役

割 分 担 の 下 に 、 潜 在 す る ‘地域

の力・市 民 の 力 ’ を 再 認 識 し 、

発 掘 し 、 積 極 的 に 活 か す 必 要 が

あ る 。 こ れ に よ っ て 、 長 い 歴 史

を 持 つ 市 民 参 加 に 進 化 を も た ら

し 、 ま た 一 つ ま ち づ く り に 新 た

な ペ ー ジ を 加 え る に 違 い な い 。

こ れ に は 各 種 条 例 な ど に よ る 制

度 的 枠 組 み も 大 切 で あ る が 、 何

３．‘市民生活と都市・コミュ

ニティの活性化、水準向上’

か ら の ３ つ の 視 点  
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よ り も 市 民 側 で の 企 画 ・ 情 報 ・

コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ・ マ ネ ー ジ

メ ン ト そ し て 責 任 能 力 な ど に つ

い て の 資 質 、 能 力 の 強 化 、 向 上

が 必 要 条 件 で あ り 、 ま た 公 民 の

間 で の 具 体 的 な 仲 介 ・ 調 整 機 能

を 待 っ た 主 体 性 あ る 中 間 組 織 の

存 在 も 重 視 さ れ る 。  

   

（ ２ ） ‘ 魅 力 あ る 自 立 都 市 創

造 ’ に 向 け て の ‘ 産 業 ・ 文

化 活 性 化 ’ の 推 進  

 本 市 は 都 市 近 郊 住 宅 地 の 性 格

を 強 く し つ つ も 、 鉄 道 駅 を 中 心

に 広 域 中 核 と し て の 吉 祥 寺 を は

じ め 、 新 た な 発 展 要 因 に 富 む 三

鷹 駅 北 口 、 武 蔵 境 の ３ つ の 中 心

市 街 地 の 集 積 を 持 つ 。 こ れ ら に

は 従 来 型 の 小 売 、 飲 食 ・ サ ー ビ

ス 業 の み な ら ず 都 市 型 ベ ン チ

ャ ー 、 情 報 サ ー ビ ス 、 カ ル チ

ャ ー ・ ア ー ト 系 な ど の ビ ジ ネ ス

ス ポ ッ ト が 、 さ ら に 周 辺 に は 大

学 は じ め 高 等 教 育 研 究 機 関 が 多

く 立 地 し て お り 、 ま た こ れ ら の

関 連 領 域 に 携 わ る 市 民 も 数 多 く 、

本 市 は 正 し く 現 代 東 京 の ニ ュ ー

ビ ジ ネ ス や 文 化 産 業 を 象 徴 す る

代表的都市の一つと位置づけられる 。  

 分 権 と 地 域 間 競 争 の 時 代 を 迎

え て 、 都 市 政 策 に お い て も 次 世

代 に 向 け て の 活 性 化 戦 略 が 大 き

な 比 重 を 持 ち つ つ あ る 。 ま ず こ

れ だ け の 活 性 化 資 源 を 公 民 パ ー

ト ナ ー シ ッ プ の 知 恵 と 創 造 力 で

正 確 に 評 価 し 、 明 確 な コ ン セ プ

ト と イ メ ー ジ 、 メ ニ ュ ー と プ ロ

グ ラ ム を 立 案 し 、 活 用 し て い く

こ と が 強 く 望 ま れ る 。  

 

（ ３ ） ‘ 環 境 問 題 ’ へ の 積 極

的 取 り 組 み に よ る ‘ 持 続 的

都 市 発 展 ’ へ の 挑 戦  

年 を 追 っ て 地 球 環 境 問 題 の 及

ぼ す 将 来 的 リ ス ク へ の 危 機 感 は

増 し て き て お り 、 も は や 都 市 規

模 か ら 個 人 の レ ベ ル に 至 る ま で

真 剣 に 向 き 合 う 時 期 に き て い る 。  

本 市 で の 環 境 問 題 へ の 取 り 組

み は 早 く 、 様 々 な 分 野 、 場 所 で

の 試 み が 引 き 続 い て な さ れ て い

る 。 さ ら に 今 後 、 よ り 広 い 範 囲

で の 検 証 を 行 い 、 ま ち づ く り

ト ー タ ル で の 挑 戦 を 図 っ て 行 く

努 力 が 期 待 さ れ る 。 あ ら ゆ る 施

策 を 環 境 の 視 点 か ら 検 討 し て い

く 。 本 市 の 持 続 的 発 展 の 実 現 に

と っ て 、 こ の 点 こ そ が 核 心 と な

る に 違 い な い 。  
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（ ⅱ ） ５ つ の 施 策 分 野 別 の 方

向 性 と 論 点  

 

１ ． 健 康 ・ 福 祉 分 野                           

 「 長 期 計 画 」 策 定 当 時 と 比 べ

て 、 健 康 ・ 福 祉 分 野 で は 、 国 の

社 会 保 障 制 度 改 革 に よ り 、 年 金 、

介 護 、 医 療 の 各 分 野 に つ い て 増

大 し つ つ あ る 国 民 負 担 の あ り 方

を 中 心 と し た 見 直 し が 進 み 、 介

護 保 険 法 の 改 正 と 障 害 者 自 立 支

援 法 の 実 施 と い う 大 き な 変 化 が

起 き て い る 。  

 ま た 、 税 制 改 正 と 同 時 期 に 定

率 減 税 が 廃 止 さ れ る こ と に よ る

税 負 担 増 や 、 後 期 高 齢 者 医 療 制

度 が 導 入 さ れ る こ と に よ り 、 将

来 に 不 安 を 抱 く 市 民 が い る こ と

も 事 実 で あ る 。  

安 心 し て 暮 ら す こ と が で き 、

充 実 し た 生 活 が 送 れ る 「 福 祉 の

ま ち づ く り 」 を 実 現 す る た め に 、

以 下 の 視 点 が 大 切 で あ る と 考 え

る 。  

① 行 政 と 市 民 の 役 割 と 責 任 を 明

確 に す る 。  

② 生 活 不 安 を 解 消 す る た め の 、

仕 組 み ・ 目 標 を 提 示 す る 。 特 に 、

認 知 症 の あ る 高 齢 者 や 障 が い 者

も 「 安 心 し て 暮 ら せ る 」 「 充 実

し た 生 活 が 送 れ る 」 ま ち づ く り 、

環 境 整 備 を 早 急 に 行 う 。  

③ 武 蔵 野 市 の 福 祉 が 目 指 し て き

た 、 市 民 の 誰 も が 住 み 慣 れ た 地

域 で 安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る

施 策 を 推 進 し 、 一 人 ひ と り の 生

活 に 合 わ せ て サ ー ビ ス が 提 供 で

き る 柔 軟 な 制 度 の 運 用 を 継 続 ・

発 展 さ せ る 。  

  

（ １ ） 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム  

◇ 防 災 ・ 防 犯 ・ 災 害 時 対 応 の 地

域 ネ ッ ト ワ ー ク 構 築  

・ 災 害 時 対 応 シ ス テ ム を 作 る こ

と は 緊 急 の 課 題 で あ る 。 障 が い

者 、 要 介 護 高 齢 者 、 認 知 症 高 齢

者 な ど の 命 を 守 る 仕 組 み を 整 備

す る た め に 、 個 人 情 報 保 護 に 留

意 し 、 情 報 収 集 を 早 急 に 実 施 す

る 。  

◇ 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー ・ 地 域

包 括 支 援 セ ン タ ー の 充 実  

・ 高 齢 者 の 総 合 相 談 窓 口 と し て

は 、 市 役 所 の 本 庁 の ほ か 、 ６ か

所 の 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー が そ

の 役 割 を 果 た し て き た 。 ま た 、

介 護 保 険 制 度 の 改 正 に よ り 新 た

に 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー が 設 置

さ れ て い る 。 こ れ ら の 連 携 を 強

め 、 市 民 に わ か り や す い ワ ン ス
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ト ッ プ 型 の 相 談 機 能 を 強 化 し 、

安 心 感 と 信 頼 を 一 層 高 め る 。  

・ 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に つ い

て は 実 績 を 検 証 し 、 市 民 の 利 便

性 や 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー と の

連 携 を 考 慮 し つ つ 、 今 後 の あ り

方 に つ い て 検 討 す る 。  

◇ 地 域 特 性 を 踏 ま え た 施 策 展 開  

・ 介 護 保 険 制 度 の 実 施 に あ た っ

て は 、 市 は 、 利 用 者 負 担 の 軽 減

事 業 や 、 介 護 保 険 を 補 完 す る 事

業 を 行 っ て き た 。 今 後 も 、 市 民

の 介 護 保 険 制 度 の 利 用 状 況 の 把

握 に 努 め 、 地 域 特 性 を 踏 ま え た

施 策 の 実 施 や 国 や 都 へ の 働 き か

け を 引 き 続 き 行 う 。  

 

（ ２ ） 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク と 地 域

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 充 実  

・ 医 療 制 度 改 革 の 一 環 と し て 、

療 養 病 床 数 の 大 幅 縮 小 が 行 わ れ

よ う と し て い る 。 市 と し て の 施

設 整 備 及 び 在 宅 で の 生 活 を 維 持

で き る た め の 方 策 に つ い て 検 討

す る 。  

・ 各 医 療 機 関 と 武 蔵 野 赤 十 字 病

院 を 中 心 と し た ネ ッ ト ワ ー ク の

充 実 を 図 る 。 医 療 情 報 提 供 も 含

め 医 療 機 関 間 の 連 携 を 進 め 、 24

時 間 安 心 し て 在 宅 療 養 で き る 支

援 体 制 を 構 築 す る 仕 組 み を 検 討

す る 。  

・ 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 進

め る た め 、 関 係 機 関 の 連 携 に よ

り 、 機 能 訓 練 の み な ら ず 、 日 常

生 活 や 社 会 生 活 の 再 構 築 支 援 、

療 育 支 援 も 行 う 新 た な 幅 広 い 体

制 づ く り に つ い て 検 討 す る 。 ま

た そ の 検 討 の 中 で 、 障 害 者 福 祉

セ ン タ ー の 位 置 付 け を 明 確 に し

て い く 。  

 

（ ３ ） 権 利 擁 護 ・ 高 齢 者 虐 待 、

認 知 症 施 策  

◇ 権 利 擁 護 事 業 及 び 成 年 後 見 制

度 の 推 進  

・ 権 利 擁 護 事 業 及 び 成 年 後 見 制

度 の 推 進 に 関 す る 市 の 基 本 方 針

を 確 立 す る 。 ま た 、 高 齢 者 ・ 障

が い 者 の セ ー フ テ ィ ネ ッ ト と な

る よ う な 制 度 や 仕 組 み に つ い て

研 究 す る 。  

 

 

【 問 １ 】 武 蔵 野 の 地 域 特 性 を

踏 ま え 、 上 の ① ② ③ の 視 点 を

活 か す べ く 市 が 取 り 組 む べ き

事 業 と し て ど の よ う な も の が

考 え ら れ る か 。  
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◇ 高 齢 者 虐 待 へ の 対 策  

・ 高 齢 者 へ の 虐 待 を 発 見 し た 場

合 や 、 虐 待 が 疑 わ れ る 場 合 の 通

報 先 に つ い て 市 民 へ の 周 知 を 図

る な ど 、 虐 待 防 止 体 制 の 強 化 を

行 う 。  

◇ 認 知 症 施 策 の 充 実  

・ 家 族 介 護 者 の 負 担 軽 減 の た め

の 認 知 症 相 談 の 充 実 、 認 知 症 の

理 解 と 地 域 で の 支 援 の た め の 普

及 啓 発 活 動 の 充 実 、 初 期 診 断 の

た め の 受 診 ・ サ ポ ー ト 医 シ ス テ

ム な ど の 仕 組 み づ く り を 行 う 。  

 

（ ４ ） 市 民 が 主 体 と な る 地 域 福

祉 活 動 の 推 進  

◇ 地 域 福 祉 活 動 の 拡 充  

・ 心 身 の 健 康 を 保 つ た め に 、 高

齢 者 が 「 外 出 す る 」 「 集 う 」

「 役 割 を 得 る 」 機 会 を 提 供 す る

よ う な 、 市 民 が 主 体 と な っ た 地

域 福 祉 活 動 を 支 援 し 、 推 進 す る 。  

 

◇ テ ン ミ リ オ ン ハ ウ ス の 検 討  

・ テ ン ミ リ オ ン ハ ウ ス 第 １ 号 が

開 設 さ れ て か ら ７ 年 が 経 過 し 、

現 在 ６ 施 設 が 開 設 さ れ て い る 。

現 在 に 至 る ま で 補 助 対 象 団 体 は

変 更 が な く 、 事 業 採 択 及 び 運 営

評 価 を 毎 年 度 行 う 趣 旨 が 十 分 活

か さ れ て い る と は 言 え な い 状 況

に あ る 。 各 地 域 の 実 情 に あ わ せ

て 、 整 備 目 標 数 や 事 業 の あ り 方

を 再 検 討 す る 。  

 

（ ５ ） 福 祉 施 設 の あ り 方 の 検 討  

◇ く ぬ ぎ 園 の 将 来 像 の 検 討  

・ 軽 費 老 人 ホ ー ム く ぬ ぎ 園 は 、  

高 齢 者 ・ 障 が い 者 の 社 会 生 活 へ

の 復 帰 を 目 的 と し た 施 設 な ど へ

の 転 用 を 含 め 、 建 て 替 え あ る い

は 大 規 模 改 修 を 具 体 的 に 検 討 す

る 。  

◇ 小 規 模 作 業 所 の 新 体 系 へ の 円

滑 な 移 行  

・ 小 規 模 作 業 所 に つ い て は 、 障

害 者 自 立 支 援 法 の 施 行 に 伴 い 、

新 体 系 へ の 円 滑 な 移 行 促 進 の た

め の 調 整 や 助 言 な ど の 支 援 を 行

う 。  

 

 

 

【 問 ２ 】 地 域 福 祉 活 動 は 様 々

な 民 間 団 体 、 Ｎ Ｐ Ｏ な ど に よ

っ て 担 わ れ て い る 部 分 も あ る

が 、 市 は こ れ ら の 活 動 と ど の

よ う に 連 携 す べ き か 。  
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（ ６ ） 健 康 づ く り 増 進 施 策  

◇ 健 康 づ く り 増 進 及 び 介 護 予 防

事 業 の あ り 方 の 検 討  

・ 医 療 制 度 改 革 に 伴 う 市 の 保 健

事 業 の 再 編 に 際 し て は 、 様 々 な

ラ イ フ ス テ ー ジ に お い て 市 民 の

健 康 を 守 る と い う 視 点 で 、 事 業

展 開 を 図 る と と も に 、 健 康 づ く

り 支 援 セ ン タ ー 事 業 を 今 後 一 層

拡 充 さ せ る 。  

・ 現 行 の 介 護 予 防 事 業 に つ い て 、

よ り 効 果 的 な 事 業 の あ り 方 及 び

実 施 体 制 に つ い て 検 討 を 行 う 。  

◇ 市 民 こ こ ろ の 健 康 支 援 事 業  

・ メ ン タ ル ヘ ル ス に つ い て 、 幅

広 い 市 民 を 対 象 に 出 前 講 座 （ 専

門 講 師 に よ る こ こ ろ の 健 康 講

座 ） な ど の 多 様 な 啓 発 、 面 接 ・

訪 問 に よ る 相 談 な ど を さ ら に 広

め る 。 保 健 ・ 福 祉 ・ 医 療 な ど の

関 係 機 関 と の 連 携 を 推 進 す る 。  

（ ７ ） 障 が い 者 ・ 障 が い 児 施 策

の 検 討  

・ 障 害 者 自 立 支 援 法 は 、 平 成

18 年 度 に 段 階 的 に 施 行 さ れ た 。

市 で は 、 利 用 者 負 担 の 軽 減 事 業

（ 補 装 具 費 や 日 常 生 活 用 具 の 給

付 、 通 所 施 設 の 交 通 費 助 成 や 食

費 負 担 の 軽 減 ） や 三 障 害 一 元 化

に 伴 う 事 業 拡 大 （ 診 断 書 料 の 助

成 、 探 索 サ ー ビ ス 、 情 報 誌 の 発

行 ） を 行 っ て き た が 、 今 後 も 障

害 者 自 立 支 援 法 の 実 施 状 況 の 把

握 に 努 め 、 地 域 特 性 を 踏 ま え た

施 策 の 実 施 や 国 や 都 へ の 働 き か

け を 引 き 続 き 行 う 。  

 

（ ８ ） 高 齢 者 ・ 障 が い 者 な ど の

就 労 支 援  

・ 高 齢 者 や 障 が い 者 な ど の 就 労

を 支 援 す る た め に 、 国 や 都 と の

役 割 分 担 を 踏 ま え つ つ 、 就 労 機

会 を 拡 大 さ せ る 方 策 に つ い て 検

討 す る 。  

・ 平 成 18 年 度 に 設 置 さ れ た 障

害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー の 活 動 を

推 進 支 援 す る 。  

【 問 ３ 】 地 域 で の 健 康 づ く り

を 推 進 し 、 市 民 の 健 康 意 識 を

高 め て い く た め に 、 ど の よ う

な 方 策 が 考 え ら れ る か 。 「 健

康 づ く り 支 援 セ ン タ ー 」 を よ

り 効 果 的 ・ 効 率 的 に 運 営 す る

に は 、 ど の よ う な 方 法 が 考 え

ら れ る か 。  



 21

２ ． 子 ど も ・ 教 育 分 野  

武 蔵 野 市 の 14 歳 以 下 の 年 少

人 口 は 総 人 口 の 10.7％ に ま で

減 少 し て お り 、 次 世 代 を 育 成 し

て い く 力 を 養 う こ と は 地 域 社 会

全 体 の 課 題 と な っ て い る 。 「 長

期 計 画 」 策 定 以 降 、 教 育 に 関 す

る 議 論 が 高 ま り 、 国 の 制 度 も 改

変 さ れ た が 、 武 蔵 野 市 で も 少 子

高 齢 社 会 に お け る 子 育 て や 教 育

の あ り 方 を 積 極 的 に 問 い 直 し 、

活 力 あ る 地 域 社 会 を 築 い て い く

必 要 に 迫 ら れ て い る 。  

調 整 計 画 の 策 定 に あ た っ て は 、

「 長 期 計 画 」 に 掲 げ る フ ァ ミ

リ ー フ レ ン ド リ ー の 理 念 を 受 け

継 ぎ つ つ 、 新 た な 少 子 化 対 策 の

視 点 を 取 り 入 れ た 施 策 を 展 開 す

る こ と が 必 要 で あ る 。  

子 ど も を 育 て る 場 と し て の 家

庭 の 重 要 性 は 言 う ま で も な い が 、

子 ど も の 育 ち は 地 域 ・ 企 業 ・ 行

政 な ど 社 会 全 体 の 責 任 で も あ る 。

企 業 で の 働 き 方 の 見 直 し を 含 め 、

多 様 な 制 度 や 仕 組 み が 子 育 て を

支 え 、 子 育 て 家 庭 が 「 支 え ら れ

て い る 」 と 実 感 で き る 支 援 を 進

め て い く こ と が 求 め ら れ る 。  

児 童 虐 待 な ど 現 代 の 子 育 て に

は 社 会 が 全 体 と し て 取 り 組 ま な

い と 解 決 で き な い 問 題 も 多 い 。

す べ て の 子 ど も の 育 ち と 学 び を

保 障 す る 環 境 を 整 備 し 、 子 ど も

の 視 点 に 立 っ た 施 策 を 推 進 す る 。  

学 校 教 育 は 学 校 だ け に ま か せ

る の で は な く 、 家 庭 や 地 域 、 行

政 が 一 体 と な っ て 取 り 組 ん で い

く こ と が 重 要 で あ る 。 市 内 の 子

ど も た ち が 抱 え る 課 題 を 解 決 す

る た め に 、 学 校 の 自 主 性 ・ 自 律

性 を 高 め て 武 蔵 野 市 の 特 色 あ る

学 校 づ く り を 推 進 す る 。  

生 涯 学 習 社 会 に お い て は 、 い

つ で も 、 ど こ で も 、 だ れ で も 学

び 直 し 、 自 己 実 現 を 目 指 す こ と

が 保 障 さ れ な け れ ば な ら な い 。

市 民 と の 連 携 ・ 協 働 に よ る 生 涯

学 習 体 系 づ く り に よ っ て 学 習 の

機 会 を 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 幅

広 く 提 供 し 、 継 続 性 の あ る 事 業

展 開 を 図 る 。 市 内 や 近 隣 に 数 多

く あ る 学 習 施 設 、 人 的 資 源 、 文

化 資 産 を 生 涯 学 習 事 業 に 活 か す

と 共 に 、 学 校 教 育 と の 連 携 を 深

め る 。  
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（ １ ） 子 育 て 支 援 施 策 の 総 合 的  

展 開  

◇ 子 育 て 中 の 親 子 の 「 居 場 所 」

づ く り  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー や 保 育

園 な ど 地 域 に 点 在 す る 既 存 の 施

設 を 活 用 し つ つ 、 子 育 て 中 の 親

子 に も 身 近 な 場 所 で の 地 域 子 育

て 支 援 事 業 の 拡 充 を 図 る 。  

・ 保 育 士 な ど を 地 域 の 子 育 て 支

援 の 人 的 資 源 と し て 活 用 し 、 子

育 て 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し

て 位 置 づ け ら れ な い か 検 討 す る 。  

◇ 保 育 園 の あ り 方 の 検 討  

・ 市 で は 、 平 成 16 年 度 か ら ３

か 年 か け て 公 立 保 育 園 改 革 を 行

っ た 。 評 価 委 員 会 か ら の 指 摘 を

受 け 改 善 を 図 り 一 定 の 成 果 を 得

た が 、 依 然 、 公 立 と 民 間 で は 児

童 １ 人 あ た り に か か る コ ス ト に

大 き な 差 が あ る 。 こ れ ら を 踏 ま

え 今 後 の 保 育 園 の あ り 方 の 検 討

を 行 う 。  

◇ 認 可 保 育 園 待 機 児 の 解 消  

・ 近 年 、 大 型 マ ン シ ョ ン の 建 設

な ど に 伴 う 人 口 増 、 と り わ け 、

０ 歳 児 の 人 口 増 に 伴 い 、 ０ 歳 児 、

１ 歳 児 の 認 可 保 育 園 の 待 機 児 増

が 見 ら れ る 。 認 可 保 育 園 の 定 数

弾 力 化 を 進 め な が ら 、 Ｎ Ｐ Ｏ 、

家 庭 福 祉 員 （ 保 育 マ マ ） 制 度 、

私 立 幼 稚 園 の 預 か り 保 育 、 認 証

保 育 所 な ど 多 様 な 制 度 や 仕 組 み

を 使 っ て 、 待 機 児 の 解 消 を 図 る 。  

◇ 私 立 幼 稚 園 へ の 支 援 の あ り 方  

の 検 討  

・ 公 立 ・ 私 立 幼 稚 園 の 違 い に か  

か わ ら ず 、 市 の 支 援 に 差 の な い  

仕 組 み づ く り を 検 討 す る 。  

 

（ ２ ） 子 育 て 支 援 施 設 の 整 備  

◇ 泉 幼 稚 園 跡 地 の 利 用 検 討  

・ 長 年 、 幼 稚 園 の 歴 史 を 持 っ た

土 地 で あ る こ と に 配 慮 し 、 子 育

て 支 援 を 中 心 と し た 施 設 と し て

の 利 用 検 討 を 進 め る 。  

◇武 蔵 境 圏 の 子 育 て 支 援 施 設 の

整 備  

・ 境 幼 稚 園 は 「 基 本 構 想 」 で は 、

「 新 し い 子 育 て 支 援 施 設 と し て

の 活 用 を 展 望 し 、 （ 中 略 ） 発 展

的 解 消 を 図 る 」 と さ れ て い る 。

今 後 、 新 し い 子 育 て 支 援 施 設 と

【 問 ４ 】 公 立 保 育 園 で の 「 あ

か ち ゃ ん の ひ ろ ば 」 な ど 、 市

は こ れ ま で 様 々 な 地 域 子 育 て

支 援 事 業 を 実 施 し て き て い

る 。 こ れ ら の 事 業 を 今 後 さ ら

に 発 展 さ せ て い く た め に は ど

う し た ら よ い か 。  
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し て ふ さ わ し い あ り 方 の 検 討 を

進 め る 。  

・ 武 蔵 境 圏 の 子 育 て 支 援 施 設 に

つ い て は 、 既 設 施 設 の 整 備 活 用

や 複 合 型 子 育 て 支 援 施 設 の 可 能

性 な ど を 視 野 に 入 れ て 、 検 討 を

進 め る 。  

（ ３ ） 学 校 教 育 の 充 実    

◇ 学 校 の 教 育 力 の 拡 充  

・ 市 独 自 の 教 員 加 配 に よ る 少 人

数 教 育 、 小 学 校 高 学 年 の 教 科 担

任 制 、 地 域 の 豊 か な 教 育 力 を 活

か し た 教 育 の 拡 充 を 図 る 。  

・ 児 童 ・ 生 徒 の い じ め 、 不 登 校

な ど の 問 題 解 決 や 、 確 か な 学 力

や 体 力 の 向 上 、 教 員 の 授 業 力 向

上 、 授 業 の 改 善 を 図 る た め に 一

層 の 学 校 支 援 を 行 う 。  

◇ 環 境 教 育 の 推 進  

・ 世 界 的 な 温 暖 化 な ど 環 境 教 育

の 重 要 性 が 高 ま っ て い る 。 地 球

環 境 へ の 意 識 を 高 め る 教 育 を 充

実 す る と と も に 、 学 校 施 設 の 緑

化 を 推 進 す る 。  

◇ 食 育 の 推 進  

・ 「 食 」 は 人 間 の 生 活 の 原 点 で

あ る 。 「 い た だ き ま す 」 「 も っ

た い な い 」 の 意 味 を 考 え さ せ 、

食 に つ い て の 正 し い 理 解 と 望 ま

し い 食 習 慣 を 養 わ せ る 「 食 育 」

を 推 進 す る 。  

◇ 中 学 校 給 食 の 早 期 実 施  

・ 中 学 校 給 食 を 早 期 に 実 施 す る 。

弁 当 を 望 む 家 庭 や ア レ ル ギ ー な

ど で 弁 当 の 必 要 な 生 徒 に 対 し て

も 配 慮 す る 。  

◇ 次 世 代 の 市 民 育 成 の 拡 充  

・ 自 分 と 異 な る 立 場 や 感 性 に つ

い て の 理 解 を 深 め さ せ 、 「 命 の

尊 さ 」 「 思 い や り 」 「 勇 気 」

「 優 し さ 」 な ど 人 権 に 配 慮 す る

心 を 一 層 養 わ せ る 。  

・ 地 域 の 歴 史 に 学 び 、 平 和 の 尊

さ へ の 意 識 を 高 め さ せ る と と も

に 、 紛 争 の 絶 え な い 世 界 の 現 状

を 理 解 さ せ る 。  

・ 「 市 民 」 で あ る こ と の 意 味 を

考 え さ せ る シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育 、

メ デ ィ ア 情 報 を 正 し く 取 捨 選 択

す る 能 力 を 身 に つ け さ せ る 情 報

【 問 ５ 】 現 在 、 児 童 館 は 桜 堤

児 童 館 １ 館 の み で あ る が 、 位

置 的 な 偏 り か ら 、 複 数 館 の 設

置 を 希 望 す る 市 民 の 声 も あ

る 。 一 方 で 、 地 域 子 ど も 館

（ あ そ べ え ） の 実 施 以 降 、 児

童 館 へ の 小 学 生 来 館 者 の 減 少

が 見 ら れ る 。 児 童 館 が 果 た す

べ き 役 割 は な に か 。  



 24 

リ テ ラ シ ー 教 育 、 男 女 共 同 参 画

社 会 の 実 現 に 向 け た 教 育 、 国 際

理 解 教 育 な ど を 推 進 す る 。  

・ Ｎ Ｐ Ｏ や ボ ラ ン テ ィ ア な ど 地

域 の 人 材 が 学 校 教 育 の 現 場 に 一

層 積 極 的 に 参 画 す る 仕 組 み と 手

続 き を 検 討 す る 。  

◇ 学 校 施 設 の 整 備  

・ 学 校 改 築 計 画 （ 平 成 19 年 度

策 定 中 ） に 基 づ き 、 学 校 施 設 の

延 命 化 を 基 本 に 学 校 改 築 、 学 校

整 備 を 行 う 。 大 規 模 改 修 ・ 改 築

に は 、 教 育 環 境 に 配 慮 し た 学 校

教 育 の あ り 方 に ふ さ わ し い 学 校

施設であると同時に、地域コミュニ

ティの場に位置づけ、一 時 避 難 所

と し て の 防 災 機 能 、 校 庭 や 教 室

な ど の 学 校 開 放 、 地 域 子 ど も 館

な ど に も 配 慮 す る 。  

 

（ ４ ） 青 少 年 施 策 の 充 実  

◇ 土 曜 学 校 の 充 実  

・ 土 曜 学 校 の 内 容 を 検 証 し 、 一

層 の 充 実 を 図 る と と も に 地 域 の

教 育 力 を 生 涯 学 習 の 活 性 化 に つ

な げ る 。  

◇ 学 童 ク ラ ブ と 地 域 子 ど も 館 の

連 携  

・ 学 童 ク ラ ブ 在 籍 児 童 の 土 曜 日

な ど の 過 ご し 方 に つ い て は 、 地

域 子 ど も 館 （ あ そ べ え ） の 活 用

も 含 め 、 様 々 な 方 策 を 幅 広 く 検

討 し 、 安 心 し て 過 ご せ る 環 境 づ

く り を 推 進 す る 。  

◇ 青 少 年 施 策 の 検 討  

・ 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 、 以 下

も 同 じ ） 建 設 を 契 機 に 青 少 年 が

心 身 共 に 健 全 で 豊 か に 成 長 す る

た め に 必 要 な 施 策 を 検 討 す る 。  

・ 中 学 生 と 地 域 の つ な が り を 深

め る 取 り 組 み を 検 討 す る 。  

・ 様 々 な 分 野 で 次 世 代 を 担 う 若

者 を 育 成 す る た め に 、 Ｎ Ｐ Ｏ や

市 内 及 び 周 辺 在 学 の 大 学 生 （ 約

26,000 人 ） と の 連 携 ・ 協 働 の

方 策 を 検 討 す る 。  

 

（ ５ ） 生 涯 学 習 施 策 の 拡 充  

◇ 生 涯 学 習 事 業 の 体 系 的 展 開  

・ 生 涯 学 習 社 会 の 実 現 に 向 け た

総 合 計 画 を 策 定 し 、 施 策 内 容 を

早 急 に 体 系 化 す る 。   

【 問 ６ 】 青 少 年 （ 主 に 中 学

生 、 高 校 生 ） は 地 域 に ど の よ

う な 「 居 場 所 」 を 必 要 と し て

い る か 。 ま た 、 青 少 年 が 地 域

に 愛 着 を 持 っ て ま ち づ く り に

関 わ る た め に は 、 ど の よ う な

仕 組 み が 考 え ら れ る か 。  
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・ 生 涯 学 習 に 対 す る 要 望 を 世 代

ご と に 把 握 し て 幅 広 い 市 民 参 加

を 促 す 。  

・ 武 蔵 野 プ レ イ ス 建 設 を 契 機 に 、

既 存 の 生 涯 学 習 施 設 が 果 た す べ

き 役 割 分 担 に つ い て 整 理 し 、 ネ

ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る 。  

◇ 生 涯 学 習 成 果 を 地 域 に 還 元 で

き る 仕 組 み づ く り  

・ 市 民 が 、 い つ で も 自 発 的 に 学

び 、 相 談 し 、 希 望 に 応 じ て そ の

成 果 を 地 域 に 還 元 で き る 仕 組 み

を 整 備 す る 。  

・ 生 涯 学 習 機 能 を 拡 充 す る た め

に 、 武 蔵 野 プ レ イ ス が 十 分 機 能

を 果 せ る よ う 市 民 と の 連 携 ・ 協

働 の あ り 方 を 検 討 す る 。  

◇ 図 書 館 機 能 の 拡 充  

・ 図 書 館 全 て の 利 用 者 に 対 し て 、

ハ ー ド 面 だ け で な く 、 ソ フ ト 面

か ら も 、 Ｉ Ｔ 用 語 や カ タ カ ナ 表

記 、 検 索 方 法 を わ か り や す く す

る な ど 配 慮 を 行 う 。  

◇ 教 育 と 文 化 行 政 の 連 携 強 化  

図 書 館 や 吉 祥 寺 美 術 館 、 吉 祥 寺

シ ア タ ー な ど 、 生 涯 学 習 施 設 と

文 化 施 設 と の 連 携 を 進 め 、 特 色

あ る 市 民 文 化 を 創 出 す る 仕 組 み

を 検 討 す る 。  
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３ ． 緑 ・ 環 境 ・ 市 民 生 活 分 野  

武 蔵 野 市 は か ね て よ り 、 緑 豊

か で 落 ち 着 い た 住 環 境 、 フ ァ ッ

シ ョ ナ ブ ル な 買 い 物 エ リ ア 、 住

民 の 高 い 教 育 レ ベ ル と 市 民 参 加

な ど 、 多 く の 点 で 高 い 評 価 を 得

て お り 、 住 み た い ま ち ラ ン キ ン

グ な ど で は ト ッ プ レ ベ ル の 評 価

を 受 け る こ と が 多 い 。 す な わ ち 、

市 民 生 活 が 豊 か な ま ち で あ る と

考 え ら れ る が 、 い く つ か の 点 で

ほ こ ろ び が 見 え て い る こ と も 確

か で あ り 、 刻 々 変 化 す る 情 勢 の

中 で 豊 か さ の 質 を 検 討 し 、 望 ま

し い 姿 の 実 現 に 努 め て い か な け

れ ば な ら な い 。  

主 な 施 策 の 領 域 と し て は 、 ま

ず 、 環 境 、 緑 、 防 災 ・ 防 犯 、 コ

ミ ュ ニ テ ィ が あ る 。 こ れ ら に つ

い て は 、 市 と 住 民 が 十 分 な 連 携

を 取 っ て 推 進 す る こ と が 最 も 重

要 で あ り 、 そ の た め の 仕 組 み の

整 備 を 進 め な け れ ば な ら な い 。  

昼 間 人 口 は 住 民 登 録 数 を ２ 万

人 ほ ど 上 回 っ て お り 、 市 民 生 活

の 担 い 手 は 住 民 ば か り で は な い 。

学 生 、 買 い 物 客 な ど に 加 え て 、

市 内 の 産 業 に 従 事 し て い る 人 々

も 多 い 。 従 来 の 農 業 ・ 商 工 業 に

加 え て 、 近 年 は Ｓ Ｏ Ｈ Ｏ な ど 情

報 サ ー ビ ス 産 業 の 従 事 者 が 増 加

し て い る 。 そ の よ う な 産 業 の 起

業 に と っ て も 武 蔵 野 市 は 魅 力 あ

る ま ち で あ る こ と が 求 め ら れ て

お り 、 高 度 な 都 市 文 化 と 学 術 文

化 が 融 合 す る 知 的 付 加 価 値 の 高

い ま ち づ く り を 進 め 、 そ の 特 色

を 積 極 的 に 発 信 し て い く 視 点 が

不可欠である。 

安 心 し て 暮 ら せ る ま ち の 今 あ

る 豊 か さ を 維 持 し つ つ 、 新 し い

都市文化を育むまちであることを

目指す「都市の戦略」を市と市内

外の市民の多様な協働により一層

推進することが求められている。 

 

（ １ ） 持 続 可 能 な 都 市 の 形 成  

◇ 環境配慮への誘導制度の導入検討  

・ エ ネ ル ギ ー 使 用 量 を 一 層 削 減

す る た め に 、 市 の 施 設 に お け る

環 境 配 慮 を 進 め る こ と に 加 え て 、

市 民 生 活 や 事 業 活 動 の 中 に 、 よ

り 一 層 の 環 境 配 慮 行 動 を 広 げ る

た め の 誘 導 制 度 の 導 入 を 検 討 す

る 。 例 え ば 、 フ ィ フ テ ィ ・ フ ィ

フ テ ィ 制 度 （ 省 エ ネ 活 動 で 節 減

で き た 光 熱 水 費 の 一 定 割 合 を 次

年 度 予 算 な ど に 加 算 で き る 制

度 ） や 民 間 に 対 す る 経 済 的 優 遇

措 置 の 導 入 を 検 討 す る 。  
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◇ ク リ ー ン セ ン タ ー の 建 て 替 え  

・ ク リ ー ン セ ン タ ー は 稼 動 開 始

か ら 23 年 が 経 過 し た 。 建 て 替

え に 向 け て 市 民 と の 協 働 体 制 を

推 進 し 、 地 域 住 民 の 合 意 形 成 を

図 る 。  

ま た 、 策 定 中 の 「 一 般 廃 棄 物 処

理 基 本 計 画 」 に 基 づ き 、 ご み 処

理 行 政 全 体 の 中 で の 施 設 の 位 置

付 け や 求 め ら れ る 機 能 な ど を 基

に 具 体 的 な 仕 様 、 規 模 に つ い て

検 討 を 開 始 す る と と も に 、 建 て

替 え の た め の 生 活 環 境 影 響 調 査

な ど を 行 う 。  

◇ ご み の 減 量 化 の 推 進  

・ ご み 減 量 化 に つ い て は 全 力 で

取 り 組 む 。 ご み の 発 生 抑 制 （ リ

デ ュ ー ス ） 、 資 源 の 再 使 用 ・ 再

利 用 （ リ ユ ー ス ・ リ サ イ ク ル ）

を あ ら ゆ る 分 野 で 進 め る 。  

 

 

 

（ ２ ） 緑 豊 か な 都 市 環 境 の 創 出  

◇ 民 間 の 緑 の 保 全   

・ 緑 は 依 然 減 少 傾 向 に あ り 、 緑

被 率 の 目 標 値 に は 達 し て い な い 。

農 地 を 始 め 、 民 間 の 緑 の 保 全 に

努 め る と と も に 、 公 共 空 間 は 積

極 的 に 緑 化 を 進 め る 。  

◇ 自 然 環 境 セ ン タ ー （ 仮 称 ） の

検 討   

・ 今 後 の 「 緑 の ま ち づ く り 」 や

自 然 環 境 の 回 復 と 保 全 の 推 進 に

は、市、市民、事業者、ＮＰＯな

ど と 連 携 ・ 協 働 す る こ と が 不 可

欠 で あ る 。 新 た な パ ー ト ナ ー シ

ッ プ 確 立 の た め 、 共 通 の 支 援 基

盤 （ プ ラ ッ ト ホ ー ム ） と し て の

自 然 環 境 セ ン タ ー （ 仮 称 ） 設 立

の 検 討 を 行 う 。  

◇ 公 園 緑 地 リ ニ ュ ー ア ル 計 画 の

策 定  

・ 現 在 進 行 中 で あ る 「 特 色 あ る

公 園 づ く り 」 に よ り 新 た な 公 園

の 拡 充 を 行 い な が ら 、 既 存 の 公

園 の 活 用 、 再 整 備 を 市 民 参 加 に

よ り 計 画 的 に 進 め る 。  

【 問 ７ 】 ご み 減 量 化 の 取 り 組

み は 現 在 も 行 わ れ て い る が 、

周 辺 自 治 体 と 比 べ て も 家 庭 系

・ 事 業 系 の ご み 排 出 量 が 多

く 、 な か な か 減 ら な い の が 現

状 で あ る 。 一 層 の ご み 減 量 化

に 有 効 な 方 策 は 何 か 。  

【問８】あなたのまちの公園を

今後どのように活用・再整備し

ていくことが望ましいか。  
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◇ 学 校 の 緑 化 推 進  

・ 学 校 の 緑 化 は 緑 の 創 出 、 良 環

境 の 創 出 ・ 育 成 と い う 観 点 か ら

も 意 義 深 い も の で あ る 。 校 庭 の

芝 生 化 に つ い て も 試 行 を 行 い 、

学 校 の 自 主 性 を 尊 重 し な が ら 検

討 実 施 し て い く 。  

◇ 緑 の 検 証  

・ 緑 化 施 策 に お い て は 、 目 標 設

定 型 か ら 成 果 管 理 型 の 計 画 体 系

へ 移 行 し て い く に あ た り 、 市 と

市 民 と の 協 働 に よ り 、 様 々 な 指

標 を 用 い て 、 緑 の 量 と と も に 、

質 の 検 証 を 進 め て い く 。  

 

（ ３ ） 産 業 の 振 興  

◇ 起 業 支 援 の 検 討  

・ 女 性 事 業 者 、 Ｓ Ｏ Ｈ Ｏ 事 業 者

を 含 む 中 小 事 業 者 な ど の 現 状 や

新 た な 起 業 動 向 に 注 目 し つ つ 、

小 規 模 企 業 融 資 斡 旋 制 度 な ど を

活 用 し な が ら 、 よ り 効 果 的 な 支

援 策 に つ い て 研 究 を 進 め る 。 部

分 就 労 な ど 柔 軟 な 就 労 を 可 能 に

す る 起 業 や 武 蔵 野 市 に ふ さ わ し

い 起 業 を 振 興 す る よ う に 努 め る 。  

◇ 武 蔵 境 活 性 化 支 援 セ ン タ ー

（ 仮 称 ） の 設 立  

・ 武 蔵 境 地 区 は 、 連 続 立 体 交 差

化 事 業 に よ り 南 北 一 体 と な っ た

ま ち づ く り が 進 め ら れ 、 大 き く

変 わ ろ う と し て い る 。 そ う し た

中 、 武 蔵 境 地 区 の 商 業 を は じ め

と す る 地 域 活 性 化 の た め 、 地 元

商 業 者 や 消 費 者 な ど 武 蔵 境 の 関

係 者 が 一 体 と な り 総 合 的 な ま ち

づ く り 活 動 に 取 り 組 む 、 オ ー ル

武 蔵 境 の 組 織 を 設 立 す る 。  

 

（ ４ ） 就 労 支 援  

・ フ リ ー タ ー 、 ニ ー ト 、 ひ き こ

も り な ど の 非 就 労 、 不 安 定 就 労

者 な ど 多 様 な 層 の 就 労 を 促 す た

め に 、 国 の 施 策 （ ラ イ フ ワ ー ク

・ バ ラ ン ス の 取 り 組 み や ハ ロ ー

ワ ー ク 事 業 ） に も 留 意 し つ つ 、

支 援 策 を 研 究 す る 。  

 

（ ５ ） 都 市 観 光 の 推 進  

◇ 観 光 資 源 の 整 備  

・ 武 蔵 野 市 特 有 の 地 域 資 源 で あ

る 、 緑 （ 自 然 ） 、 買 い 物 ・ 飲 食 、

芸 術 鑑 賞 、 祭 り ・ イ ベ ン ト 、 歴

史 ・ 文 化 の 関 連 施 設 を 観 光 資 源

と し て 整 備 し て い く 。 ま た 、 ま

ち 全 体 の 統 一 感 や 景 観 、 バ リ ア

フ リ ー な ど に 配 慮 し た 多 言 語 対

応 の 公 共 サ イ ン を 整 備 す る 。  
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（ ６ ） 防 災 態 勢 の 強 化  

◇ 地 域 防 災 拠 点 の 強 化  

・ 震 災 時 、 迅 速 な 救 出 ・ 消 火 活

動 な ど を 行 う た め に は 、 身 近 な

地 域 の 防 災 力 の 向 上 が 課 題 で あ

る 。 地 域 の 様 々 な 単 位 の 人 的 資

源 を つ な ぎ 合 わ せ る 防 災 ボ ラ ン

テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 自 主

防 災 組 織 の 全 市 的 な 整 備 が 急 が

れ る 。 行 政 は そ う し た 地 域 の 自

助 努 力 を 支 援 し 、 自 主 防 災 組 織

連 絡 協 議 会 設 立 ・ 運 営 を サ ポ ー

ト し て い く 。  

・ 平 成 19 年 ５ 月 の 防 災 安 全 セ

ン タ ー の 竣 工 に よ り 、 災 害 対 策

本 部 機 能 は 確 保 さ れ た が 、 地 域

の 防 災 拠 点 確 保 の た め 、 引 き 続

き 各 消 防 団 詰 所 の 防 災 機 能 の 整

備 ・ 強 化 を 行 う 。  

◇ 避難所の整備・運営体制の確立 

・ 地 域 の 自 主 防 災 組 織 が 避 難 所

運 営 に 協 力 し 、 そ の 中 心 を 担 え

る よ う 、 組 織 整 備 と 防 災 ボ ラ ン

テ ィ ア の 研 修 ・ 訓 練 を サ ポ ー ト

す る 。  

 

（ ７ ） 快 適 な 生 活 環 境 の 確 保  

◇ マ ナ ー ア ッ プ の 強 化  

・ 現 在 、 商 店 会 、 企 業 、 市 の 協

働 に よ り 行 っ て い る 三 駅 周 辺 の

喫 煙 マ ナ ー ア ッ プ キ ャ ン ペ ー ン

は 一 定 の 効 果 を あ げ て い る 。 今

後 、 一 層 高 い 目 標 を 掲 げ 、 取 り

組 み を 強 化 し て い く 。  

 

（ ８ ） 市 民 活 動 の 活 性 化 と 協 働

の 推 進  

◇ 市 民 協 働 推 進 事 業  

・ Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 促 進 基 本 計 画 の 策

定 を 受 け 、 事 業 を 多 面 的 に 展 開

す る 。  

・ 特 に 、 市 と Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動

団 体 が 共 通 の 理 解 の 下 、 協 働 事

業 が 進 め ら れ る よ う に Ｎ Ｐ Ｏ ・

市 民 活 動 サ ポ ー ト セ ン タ ー を 設

置 し て 、 事 業 を 推 進 す る 。  

・ 市 と 協 働 し た い 事 業 の 企 画 を

Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動 団 体 か ら 募 る

公 募 制 度 を 創 設 し 、 市 民 団 体 と

の 協 働 を さ ら に 進 め る 。  

◇ 団 塊 世 代 の 参 画 支 援  

・ 団 塊 世 代 が 豊 富 な 知 識 や 経 験

を 活 か し て Ｎ Ｐ Ｏ や コ ミ ュ ニ

テ ィ の 地 域 活 動 な ど に 積 極 的 に

参 画 す る よ う に 一 層 の 支 援 を 行

う 。   

◇ コ ミ ュ ニ テ ィ の あ り 方 の 検 討  

・ 安 心 ・ 安 全 の ま ち づ く り な ど

と の 関 連 で コ ミ ュ ニ テ ィ の 重 要

性 が 再 認 識 さ れ る 中 、 コ ミ ュ ニ
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テ ィ 協 議 会 、 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

タ ー の 積 極 的 な 役 割 に 対 す る 期

待 が 高 ま っ て い る 。 コ ミ ュ ニ

テ ィ に 関 す る 市 民 会 議 を 開 催 し 、

コ ミ ュ ニ テ ィ と コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン タ ー の あ り 方 に つ い て 、 広 範

な 議 論 を 呼 び か け る 。  

・ 八 幡 町 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

の 移 転 ・ 新 築 、 境 地 区 で の 新 た

な コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 設 置 の

要 望 が あ る ほ か 、 全 体 と し て コ

ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 施 設 が 老

朽 化 や バ リ ア フ リ ー の 観 点 か ら 、

使 い 勝 手 が 悪 い な ど の 指 摘 も あ

る 。 こ れ ら に つ い て 対 策 を 検 討

推 進 す る 。  

 

（ ９ ） 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現  

◇ 男 女 共 同 参 画 施 策 の 推 進  

・ む さ し の ヒ ュ ー マ ン ネ ッ ト

ワ ー ク セ ン タ ー を 、 武 蔵 野 市 の

男 女 共 同 参 画 施 策 推 進 の 中 心 的

機 関 と し て 位 置 づ け 、 多 く の 市

民 の 参 画 を 一 層 促 す 仕 組 み を 整

備 す る 。 参 画 促 進 に 加 え て 、 社

会 環 境 の 変 化 に よ っ て 発 生 ・ 顕

在 化 し て く る 問 題 に 常 に 機 敏 に

対 応 す る 体 制 の 整 備 な ど を 検 討

す る た め に 、 第 二 次 男 女 共 同 参

画 計 画 を 策 定 す る 。  

 

（ 10） 都 市 ・ 国 際 交 流 の 推 進  

◇ 交 流 事 業 の 深 化  

・ ア ジ ア を は じ め と し た 様 々 な

国 の 、 市 内 在 住 の 人 た ち と の 異

文 化 理 解 ・ 交 流 を 深 化 さ せ る 。  

・ 国 内 友 好 都 市 と の 交 流 に つ い

て は 、 引 き 続 き 市 民 同 士 の 交 流

を 中 心 と し な が ら 、 お 互 い の 生

活 を 補 い あ う よ う な 形 で 、 給 食

食 材 ・ 木 材 の 供 給 、 地 方 の 援 農

事 業 な ど 多 様 な チ ャ ン ネ ル で の

交 流 を 検 討 す る 。  

 

 

 

 

【 問 ９ 】 コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想 制

定 以 来 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー が 果 た

し て き た 役 割 は 大 き い 。 し か

し 近 年 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に

求 め ら れ る 役 割 は 多 様 化 す る

一 方 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 に 参

加 す る 市 民 は 限 ら れ て い る と

い う 現 状 も あ る 。 今 後 コ ミ ュ

ニ テ ィ が 担 う べ き 役 割 、 コ ミ

ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 機 能 は ど

の よ う に あ る べ き か 。  
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（ 11） 特 色 あ る 市 民 文 化 施 設 の

充 実  

◇ 吉 祥 寺 美 術 館 の 充 実 ・ 拡 充  

・ 吉 祥 寺 美 術 館 は 、 今 後 、 魅 力

あ る 事 業 を 充 実 さ せ 、 一 層 の 活

用 を 図 る た め 、 企 画 展 示 室 の 拡

張 や 設 備 面 の 充 実 な ど 様 々 な 角

度 か ら あ り 方 を 検 討 す る 。  

◇ 武 蔵 野 公 会 堂 建 て 替 え の 検 討  

・ 武 蔵 野 公 会 堂 は 近 年 施 設 ・ 設

備 の 老 朽 化 が 目 立 ち 始 め た 。 ま

た 、 多 く の 利 用 者 か ら の バ リ ア

フ リ ー 化 の 要 望 に も 対 応 で き て

い な い 。 今 後 、 費 用 対 効 果 、 吉

祥 寺 南 口 再 開 発 の 進 捗 な ど を 考

慮 し つ つ 、 建 て 替 え も 含 め た 検

討 を 開 始 す る 。  

◇ 歴 史 資 料 館 建 設 の 検 討  

・ 武 蔵 野 市 に 残 さ れ た 文 化 財 や

古 文 書 ・ 公 文 書 な ど を 収 集 、 整

理 、 保 管 し 公 開 す る た め の 歴 史

資 料 館 建 設 に つ い て 、 引 き 続 き

検 討 を 行 う 。  

【 問 10】 こ れ ま で 歴 史 資 料 館

の 建 設 が 検 討 さ れ て き た が 、

財 政 面 や 社 会 的 要 因 に 阻 ま れ

て 実 現 に 至 っ て い な い 。 歴 史

資 料 館 の 開 設 に 当 た っ て は 、

来 館 者 の 確 保 や 効 率 的 運 営 に

課 題 が あ る 。 武 蔵 野 市 の 歴 史

資 料 の 保 存 や 展 示 の あ り 方 を

ど の よ う に 考 え る べ き か 。  
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４ ． 都 市 基 盤 分 野  

武 蔵 野 市 に お け る 新 た な 大 規

模 公 共 施 設 の 建 設 は 、 武 蔵 境 地

区 に 建 設 予 定 の 武 蔵 野 プ レ イ ス

を 除 い て 一 段 落 し 、 こ れ か ら の

大 型 事 業 の 主 体 は 上 ・ 下 水 道 や

公 共 施 設 な ど の 計 画 的 な 維 持 管

理 、 更 新 の 時 代 に 入 っ た と 言 え

る 。  

上 ・ 下 水 道 に 代 表 さ れ る 都 市

基 盤 の 老 朽 化 に 伴 う 更 新 、 大 規

模 公 共 施 設 の 維 持 管 理 コ ス ト は

長 期 に わ た り 大 き な 費 用 を 要 す

る 。 現 在 の 財 政 状 況 や 将 来 見 通

し を 含 め 、 多 様 な 観 点 か ら 評 価

や 検 証 を 行 い つ つ 計 画 的 に 進 め

て 行 く 必 要 が あ る 。  

武 蔵 野 市 の ま ち の 状 況 で 、 平

成 17 年 か ら 平 成 19 年 の ３ 年 間

に 生 じ た 大 き な 変 化 の ひ と つ は 、

大 規 模 開 発 の 進 行 で あ る 。 市 内

に あ る 公 共 的 団 体 、 学 校 法 人 、

大 手 企 業 な ど の 比 較 的 大 面 積 の

所 有 地 が 地 域 の ま ち づ く り と は

遊 離 し た 形 で 開 発 さ れ 、 安 定 的

な 住 環 境 に 負 の 影 響 を 与 え て い

る も の が 少 な く な い 。  

も う ひ と つ は 水 害 で あ る 。 都

心 外 縁 部 に 位 置 す る 武 蔵 野 市 は 、

都 市 温 暖 化 の 影 響 に よ り 、 以 前

に も 増 し て 突 発 的 な 集 中 豪 雨 に

さ ら さ れ て い る 。 都 市 型 水 害 対

策 の 推 進 は 喫 緊 の 課 題 で あ る 。  

 一 方 、 こ の ３ 年 間 に 状 況 の 変

化 が 見 え な か っ た も の に は 、 危

険 な 交 通 環 境 、 震 災 対 策 が あ る 。  

自 転 車 は 、 平 坦 な 武 蔵 野 市 で

は 利 便 性 の 高 い 交 通 手 段 で あ り 、

近 隣 地 域 か ら 三 駅 圏 へ の 流 入 も

多 い 。 歩 行 者 と 自 転 車 が 安 心 し

て 移 動 で き る ま ち づ く り を 進 め

る う え で 、 暴 走 自 転 車 対 策 、 駅

周 辺 の 駐 輪 場 整 備 が 課 題 と な っ

て い る 。  

武 蔵 野 市 に は 木 造 住 宅 が 約

18,000 棟 あ る が 、 そ の 内 、 昭

和 56 年 の 改 正 建 築 基 準 法 以 前

に 建 て ら れ た 住 宅 が 約 半 数 あ る 。

旧 耐 震 基 準 に 対 す る 耐 震 診 断 な

ど の 市 の 助 成 制 度 の 利 用 を 促 し 、

住 宅 の 耐 震 補 強 を 進 め る 必 要 が

あ る 。  

 

（ １ ） 参 加 と 連 携 に よ る ま ち づ

く り の 推 進  

◇ ま ち づ く り 条 例 に 則 し た ま ち

づ く り の 推 進  

・ 武 蔵 野 市 で は 現 在 、 ま ち づ く

り 条 例 の 制 定 に 向 け た 検 討 を 行

っ て い る 。 ま ち づ く り 条 例 と は 、
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市 民 の 積 極 的 ・ 主 体 的 参 加 に よ

り 個 性 的 で 良 好 な ま ち づ く り を

推 進 す る た め に 地 方 自 治 体 が 制

定 す る 条 例 で あ る 。 こ の 条 例 に

は 二 つ の 柱 が あ り 、 ひ と つ は 無

秩 序 な 開 発 の 抑 制 、 も う ひ と つ

は 市 民 の 参 加 と 協 働 で あ る 。 平

成 19 年 度 中 に 制 定 す る 条 例 に

則 し た ま ち づ く り を 推 進 す る 。  

・ ま ち づ く り 体 制 を 充 実 さ せ る

た め に 、 市 民 の ま ち づ く り 活 動

を 支 え る 専 門 的 ・ 中 間 的 な 機 関

と し て 、 ま ち づ く り セ ン タ ー

（ 仮 称 ） を 設 置 し 、 多 様 な 主 体

の 連 携 と 協 力 に よ る ま ち づ く り

を 推 進 す る 。  

◇ 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン の 見 直 し  

・ 社 会 状 況 の 変 化 な ど を 勘 案 し

て 、 都 市 の 将 来 像 、 都 市 づ く り

の 方 針 、 地 域 別 の 方 針 を 明 確 に

示 す 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン を 市 民

参 加 の も と に 見 直 す 作 業 に 着 手

す る 。  

 

（ ２ ） 特 色 あ る ま ち づ く り  

◇ 地 域 の 課 題 や 特 色 に あ わ せ た

ま ち づ く り  

・ 現 在 検 討 中 の ま ち づ く り 条 例

に は 、 身 近 な 地 区 を 単 位 と し て

住 民 に よ る 主 体 的 な ま ち づ く り

を 進 め る た め の 地 区 ま ち づ く り

計 画 が 位 置 づ け ら れ て い る 。 地

区 ま ち づ く り 計 画 は 、 建 築 、 緑

化 な ど 、 土 地 利 用 や 景 観 な ど に

関 す る ま ち づ く り の ル ー ル や 基

準 を 提 案 す る こ と が で き る 仕 組

み で あ る 。 ま ち づ く り 条 例 に 則

し 、 地 域 の 課 題 や 特 色 に あ わ せ

た ま ち づ く り を 行 っ て い く 。  

◇ 景観法に基づく景観条例の策定 

・ 武 蔵 野 ら し い 都 市 景 観 を 守 る

た め 、 市 民 と 協 働 で 本 市 の 景 観

形 成 の あ り 方 を 、 景 観 法 及 び 東

京 都 景 観 条 例 を 踏 ま え 検 討 す る 。  

◇ 秩 序 の あ る 都 市 景 観 の 形 成  

・ 屋 外 広 告 物 の 範 囲 や 基 準 を 、

景 観 条 例 の 制 定 に あ わ せ て 整 理

す る 。  

・ 道 路 の 無 電 柱 化 の 検 討 を 行 い 、

そ の 結 果 を 踏 ま え て 無 電 柱 化 の

推 進 を 図 る 。  

◇ 地区レベルのまちづくりの推進 

・ ま ち づ く り を 推 進 す る 力 と し

て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 果 た す 役 割

に 期 待 す る と こ ろ は 大 き い 。 武

蔵 野 市 全 域 に ネ ッ ト ワ ー ク さ れ

た コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 運 営

主 体 で あ る コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会

と 連 携 し た 地 域 の ま ち づ く り プ

ラ ン の 策 定 を 検 討 す る 。  
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（ ３ ） ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の

視 点 の 積 極 的 導 入  

◇ ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 基 づ

い た ま ち づ く り  

・ 既 存 の 公 共 施 設 に は バ リ ア フ

リ ー 整 備 の 困 難 な も の も あ る が 、

点 検 と 現 状 の 公 表 を 行 い 、 次 善

の 策 も 含 め た 段 階 的 な 対 処 を 早

急 に 進 め る 。  

・ バ リ ア フ リ ー 新 法 の 主 旨 に よ

り 、 今 ま で の 点 や 線 と し て の 移

動 障 害 除 去 （ バ リ ア フ リ ー ） に

終 る の で な く 、 面 と し て 捉 え 市

内 全 域 を 対 象 と し て 、 多 様 な 市

民 や 専 門 家 、 事 業 者 な ど の 参 画

の も と 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン

の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み を 行 う 。  

 

（ ４ ） 防 災 ・ 防 犯 施 策 の 推 進  

◇ 地 域 の 事 情 に 合 わ せ た 防 災 計

画 の 推 進  

・ 三 駅 圏 の 土 地 利 用 や 道 路 の 状

況 は そ れ ぞ れ 異 な る 。 と く に 吉

祥 寺 駅 圏 の 商 業 地 は 、 休 日 の 来

街 者 で 大 変 な 混 雑 と な る 。 各 駅

圏 の 実 態 に あ っ た 防 災 計 画 を 策

定 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

（ ５ ） 住 宅 施 策 の 総 合 的 推 進  

◇ 建 物 倒 壊 を 防 ぐ 耐 震 対 策  

・ 市 で は 市 内 既 存 建 物 の 耐 震 性

を 強 化 す る た め 、 耐 震 補 強 に 関

す る 相 談 、 助 成 事 業 な ど を 実 施

し て い る が 、 制 度 の 利 用 が 十 分

と は い え な い 。 耐 震 へ の 意 識 向

上 を 目 的 と し た Ｐ Ｒ 活 動 を 積 極

的 に 推 進 す る 。 あ わ せ て 、 市 が

実 施 し て い る 耐 震 へ の 助 成 内 容

に つ い て 検 討 を 行 う 。  

◇ 多 様 な 市 民 が 住 み 続 け ら れ る

た め の 住 宅 施 策 の 検 討  

・ 武 蔵 野 市 は 地 価 が 全 般 に 高 い

こ と か ら 、 子 育 て 家 庭 が 住 み に

く い 、 高 齢 者 は 住 み 続 け る こ と

が 困 難 に な る 場 合 が あ る な ど の

問 題 が 生 じ て お り 、 少 子 化 対 策 、

高 齢 者 福 祉 の 観 点 か ら も 対 策 を

行 う べ き か ど う か を 検 討 す る 。  

 

【 問 11】 市 は 個 人 の 住 宅 問 題

に 踏 み 込 ん だ 施 策 を 実 施 す る

べ き か ど う か 。 例 え ば 、 経 済

状 況 に 不 安 を 抱 え る 高 齢 者 の

住 宅 支 援 や 、 若 年 フ ァ ミ リ ー

層 の 定 住 化 誘 導 の た め 、 市 が

民 間 住 宅 借 り 上 げ な ど の 事 業

を 行 う こ と は 適 切 か 。  
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（ ６ ） 円 滑 な 移 動 環 境 の 整 備  

◇ 歩 行 者 と 自 転 車 が 安 心 し て 移

動 で き る ま ち づ く り  

・ 乱 暴 な 運 転 で 歩 行 者 に 脅 威 を

与 え る 暴 走 自 転 車 が 、 大 き な 社

会 問 題 に な っ て い る 。 平 成 18

年 の 市 内 の 交 通 人 身 事 故 750 件

の う ち 、 自 転 車 の 関 与 す る も の

は 400 件 で 約 53％ を 占 め て い

る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、

自 転 車 利 用 の 武 蔵 野 ル ー ル を 確

立 し 、 マ ナ ー ア ッ プ な ど の 施 策

を 推 進 す る 。  

・ 歩 行 者 と の 事 故 を 防 ぎ 、 ま た

自 動 車 と の 事 故 か ら 守 る う え で 、

自 転 車 の 安 全 走 行 環 境 の 整 備 は

必 要 不 可 欠 で あ る 。 自 転 車 の 安

全 利 用 を 図 る た め 、 自 転 車 レ ー

ン の 設 置 を 推 進 す る 。  

◇ ム ー バ ス 路 線 の 運 行 ル ー ト な

ど の 見 直 し  

・ 平 成 ７ 年 度 に 開 設 し た ム ー バ

ス は 、 平 成 18 年 度 ま で に ７ 路

線 ９ ル ー ト の 運 行 を 行 い 、 市 内

の バ ス 交 通 空 白 ・ 不 便 地 域 は ほ

ぼ 解 消 さ れ た 。 中 央 線 連 続 立 体

交 差 事 業 の 完 成 に 伴 い 交 通 体 系

の 変 化 が 生 じ る こ と や 、 各 ル ー

ト 沿 線 地 域 住 民 な ど か ら の 要 望

を 踏 ま え 、 各 路 線 の ル ー ト な ど

の 見 直 し や 乗 り 継 ぎ サ ー ビ ス の

導 入 な ど を 検 討 す る 。  

◇ 駐 輪 場 整 備 の 手 法 や 運 用 方 法

の 検 討  

・ 駅 周 辺 で の 不 法 駐 輪 は 解 消 さ

れ て い な い 。 コ ン パ ク ト シ テ ィ

実 現 の た め に は 、 利 便 性 の よ い

駐 輪 場 は 不 可 欠 で あ る 。 既 存 駐

輪 場 運 用 の 見 直 し や 鉄 道 事 業 者

や 商 店 会 へ の 働 き か け も 含 め て 、

駐 輪 場 整 備 を 検 討 推 進 す る 。  

◇ 駐 車 場 整 備 の あ り 方 の 検 討  

・ 民 間 駐 車 監 視 員 制 度 の 導 入 を

見 据 え 、 新 た な 駐 車 対 策 の 検 討

を 行 う と と も に 、 商 店 会 や 関 係

機 関 を 含 め 、 駐 車 場 整 備 の あ り

方 の 検 討 を 行 う 。  

 

 

【 問 12】 道 路 整 備 は 、 従来、

車 の ス ム ー ズ な 運 行 を 旨 と し

て 進 め ら れ て き た が 、 身 近 な

生 活 道 路 で は 、 ひ と に や さ し

い移動環境の実現が重要となっ

て い る 。 自 動 車 優 先 の 道 路 構

造 や 交 通 規 制 を 、 歩 行 者 と 自

転 車 を 優 先 す る 方 向 に 転 換 す

る う え で 留 意 す べ き 具 体 的 な

課 題 は な に か 。  
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（ ７ ） 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備  

◇ 外 か く 環 状 道 路 へ の 対 応  

・ 武 蔵 野 市 内 で の 外 環 の ２ （ 地

上 部 都 市 計 画 道 路 ） の 計 画 路 線

は 住 宅 街 を 貫 通 し 、 文 教 施 設 や

公 園 な ど に も 近 接 し て い る 。 外

環の２については、コミュニティ

や住環境に対する影響や必要性を

第一に、事業者である東京都と協

議していく。 

◇ 市 民 参 加 に よ る 都 市 計 画 道 路

な ど の 計 画 ・ 整 備  

・ こ れ ま で 都 市 計 画 道 路 な ど の

計 画 段 階 に お け る 市 民 参 加 は 、

ほ と ん ど な さ れ て い な い 。 自 動

車 だ け で な く 、 歩 行 者 、 自 転 車

も 日 常 的 に 使 う 道 路 で も あ る 都

市 計 画 道 路 な ど の 計 画 ・ 整 備 に

つ い て は 、 市 民 参 加 の あ り 方 を

検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

（ ８ ） 上 ・ 下 水 道 の 整 備  

 ◇ 水 道 施 設 な ど の 再 整 備  

・ 昭 和 29 年 の 水 道 施 設 建 築 後

53 年 が 経 過 し 、 水 道 施 設 は 老

朽 化 が 進 ん で い る 。 将 来 に わ た

っ て 安 全 ・ 安 心 な 給 水 を 行 う た

め 、 施 設 の 再 整 備 計 画 を 立 て て

着 実 に 事 業 を 進 め る 。  

・ 浄 水 場 施 設 再 整 備 、 水 源 施 設

整 備 、 配 水 管 網 整 備 、 バ ッ ク ア

ッ プ 機 能 整 備 、 財 政 計 画 策 定 、

適 正 な 料 金 体 系 の 検 討 な ど を 行

い 、 将 来 に わ た っ て 安 心 ・ 安 定

給 水 を 図 っ て い く 。  

◇ 都 市 型 水 害 対 策 を 含 め た 下 水

道 整 備  

・ 集 中 豪 雨 に よ る 浸 水 被 害 を 低

減 さ せ る た め 、 平 成 17 年 12 月 、

職 員 に よ る 浸 水 対 策 プ ロ ジ ェ ク

ト 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 下 水 道 施

設 対 策 や 雨 水 の 貯 留 ・ 浸 透 施 設

対 策 を 提 言 と し て ま と め た 。 自

助 ・ 共 助 ・ 公 助 を 促 進 し 、 水 害

に 強 い ま ち づ く り の 構 築 を 目 指

す 事 業 を 推 進 す る 。  

・ 道 路 の 透 水 性 舗 装 の 試 行 、 学

校 へ の 大 型 貯 留 ・ 浸 透 施 設 の 設

置 、 民 間 施 設 な ど へ の 雨 水 浸 透

施 設 設 置 の 促 進 を 行 う 。  

・ 下 水 道 総 合 計 画 を 策 定 し 、 災

害 に 強 い ま ち づ く り を 推 進 す る 。  

 

（ ９ ） 吉 祥 寺 圏 の 整 備  

◇ 吉 祥 寺 圏 の ま ち づ く り の 新 た

な 推 進  

・ 半 径 ５ ㎞ 圏 域 か ら 吉 祥 寺 中 心

部 に ア ク セ ス し や す い 交 通 環 境

の 整 備 、 回 遊 性 の 高 い 吉 祥 寺 の

魅 力 を 活 か す た め の 動 線 の 整 備
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や 案 内 サ イ ン の 充 実 、 店 舗 の 質

的 な 充 実 、 吉 祥 寺 オ リ ジ ナ ル 商

品 の 育 成 な ど 、 吉 祥 寺 グ ラ ン ド

デ ザ イ ン に 沿 っ た ま ち づ く り を

進 め る 。  

・ 南 口 駅 前 交 通 広 場 の 整 備 や

パ ー ク ロ ー ド 歩 行 者 の 安 全 性 ・

快 適 性 の 向 上 に つ い て は 積 極 的

に 事 業 を 推 進 す る 。  

・ 周 辺 住 宅 地 と 商 業 地 の 重 な る

地 区 や 土 地 利 用 の 境 目 な ど 、 市

民 の 目 線 で 、 潤 い の あ る 都 市 生

活 の 場 の 実 現 を 目 指 す 。  

・ 商 業 の 活 力 を 支 え る 自 転 車 利

用 者 の た め に 、 自 転 車 駐 車 場 に

つ い て は 地 下 利 用 の 検 討 を 含 め 、

整 備 ・ 充 実 を 図 る 。  

 

（ 10） 中 央 圏 の 整 備  

◇ 三 鷹 駅 北 口 地 区 ま ち づ く り 方

針 の 策 定  

・ 高 層 ビ ル 建 設 計 画 が 進 行 中 の

三 鷹 駅 北 口 地 区 は 、 今 後 、 居 住

・ ビ ジ ネ ス と も 人 口 増 加 が 予 想

さ れ 、 都 市 機 能 の 再 考 が 必 要 で

あ る 。 現 在 三 鷹 駅 北 口 地 区 が か

か え る 課 題 を 整 理 し 、 商 業 ・ 文

化 ・ 居 住 ・ 安 全 ・ 景 観 な ど 幅 広

い 視 点 に 立 っ た ま ち づ く り の 方

針 を 策 定 す る 。  

◇ 三 鷹 駅 圏 の ま ち づ く り 推 進 セ

ン タ ー 設 置 の 検 討  

・ 駅 前 広 場 、 三 鷹 駅 北 口 地 区 の

ま ち づ く り を 推 進 す る に あ た っ

て 、 吉 祥 寺 ま ち づ く り 事 務 所 や

武 蔵 境 開 発 事 務 所 の よ う な 、 ま

ち づ く り の 情 報 提 供 と 推 進 の た

め の セ ン タ ー 設 置 を 検 討 す る 。  

こ れ に つ い て は 、 他 の 駅 圏 の 事

務 所 に な い 機 能 と し て 、 人 材 バ

ン ク な ど 情 報 セ ン タ ー 的 な 機 能

導 入 の 可 能 性 も 検 討 す る 。  

 

（ 11） 武 蔵 境 圏 の 整 備  

◇ 連 続 立 体 交 差 事 業 の 進 捗 に あ

わ せ た イ ン フ ラ 整 備  

・ 鉄 道 連 続 立 体 交 差 事 業 に 伴 い 、

新 駅 舎 に 附 属 す る 武 蔵 境 駅 舎 連

続 施 設 や 武 蔵 境 北 口 駅 前 広 場 を

整 備 す る 。  

 

 

【 問 13】 三 鷹 駅 北 口 地 区 に ま

ち づ く り 推 進 セ ン タ ー 設 置 を

検 討 す る に あ た っ て 、 地 域 の

動 向 や 特 性 に 照 ら し て ど の よ

う な 機 能 を 考 慮 す べ き か 。 情

報 セ ン タ ー の 機 能 は 必 要 と 認

め ら れ る か 。  
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◇  新 し い ま ち づ く り の 推 進  

・ 今 後 、 新 た な 知 的 創 造 拠 点 と

な る 「 武 蔵 野 プ レ イ ス 」 （ 南 口

駅 前 ） を 中 心 と し て 付 近 の 施 設

を 面 的 に 位 置 づ け 、 多 世 代 に わ

た る 利 用 と 広 域 的 な 市 民 活 動 が

交 わ る 魅 力 的 な ま ち と し て 機 能

す る よ う 積 極 的 に 整 備 す る 。
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５ ． 行 ・ 財 政 分 野  

 第 四 期 基 本 構 想 冒 頭 に 掲 げ ら

れ た ３ 目 標 の １ つ は 「 持 続 可 能

な 社 会 を つ く ろ う 」 で あ る 。 人

に も 自 然 に も 無 理 が な く 、 安 心

し て 暮 ら せ る 持 続 可 能 な 社 会 、

持 続 可 能 な 武 蔵 野 市 を ど う 作 り

上 げ て い く か 。  

 こ の 課 題 を 行 ・ 財 政 分 野 に 直

結 さ せ て 言 い 直 す と 、 い ま 第 一

に 問 わ れ て い る の は 、 今 後 予 測

さ れ る 武 蔵 野 市 の 人 口 、 世 帯 構

造 、 地 域 経 済 の 動 向 な ど を 織 り

込 ん だ う え で 、 「 自 治 体 政 府 」

と し て の 武 蔵 野 市 と そ の 主 権 者

で あ る 市 民 と の 関 係 を あ ら た め

て ど う 位 置 づ け る か で あ る 。  

 武 蔵 野 市 政 に 対 し て 、 き め 細

や か な 直 営 の 行 政 サ ー ビ ス を 望

む 一 方 で 、 そ れ と 同 時 に ス リ ム

化 を 至 上 目 的 に し た 行 財 政 改 革

を 求 め る こ と に は 無 理 が あ る 。   

大 き な 政 府 が よ い の か 、 小 さ

な 政 府 が よ い の か 、 そ れ と も 中

ぐ ら い の 政 府 が よ い の か 。 別 の

言 い 方 を す る と 、 自 治 体 政 府 と

し て の 武 蔵 野 市 が 重 点 的 に 担 う

べ き 役 割 は 何 で あ り 、 市 民 や 民

間 企 業 、 Ｎ Ｐ Ｏ や Ｃ Ｂ Ｏ が 担 う

役 割 は 何 か 。 そ れ に 応 じ て 公 共

と 民 間 の 組 織 編 成 は ど う あ る べ

き か 。 そ の 点 を い ま 立 ち 止 ま っ

て 考 え て み る 必 要 が あ る 。  

 

（ １ ） 市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の

積 極 的 推 進  

◇ 自 治 基 本 条 例 制 定 の 検 討 推 進  

・ 地 方 分 権 改 革 が 一 層 進 む 中 で 、

地 方 自 治 体 の 権 限 と 責 任 の 幅 が

広 が っ て い る 。 こ れ ま で の 武 蔵

野 市 の 自 治 の 実 績 を 発 展 さ せ る

こ と を 目 的 と す る 「 長 期 計 画 」

に あ る 「 市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ

の 積 極 的 推 進 」 を 具 体 化 す る た

め に 、 武 蔵 野 市 の 自 治 の 基 本

ル ー ル と し て 「 自 治 基 本 条 例 」

を 定 め る こ と を 検 討 推 進 す る 。  

 

 

 

 

 

【 問 14】 武 蔵 野 市 の 「 自 治 基

本 条 例 」 に ふ さ わ し い 内 容 は

何 か 。 こ れ ま で の 市 長 、 市 議

会 、 市 民 な ど の 役 割 や 協 働 の

あ り 方 を 踏 ま え た う え で 、 条

例 制 定 の 必 要 性 や 位 置 付 け を

ど の よ う に 考 え る べ き か 。  
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（ ２ ） 積 極 的 な 情 報 発 信 と 情 報

セ キ ュ リ テ ィ の 徹 底  

◇ 広 報 手 法 の 見 直 し  

・ 市 で は 様 々 な 施 策 や サ ー ビ ス

の 提 供 を 行 っ て い る 。 市 報 、

ホ ー ム ペ ー ジ 、 む さ し の － Ｆ Ｍ 、

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ な ど を 通 じ て 、 こ れ ら

の 情 報 提 供 を 行 っ て い る が 、 市

民 に 適 切 に 伝 わ っ て い る か ど う

か を 検 証 し 、 情 報 共 有 の あ り 方

を 改 善 し て い く 。  

◇ 緊 急 時 に 活 用 で き る 柔 軟 な 情

報 提 供 サ ー ビ ス  

・ 市 で は セ キ ュ リ テ ィ ポ リ シ ー

を 定 め 、 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対 策

や 個 人 情 報 保 護 対 策 に 努 め て い

る 。 一 方 、 行 政 の 保 有 す る 情 報

の 断 片 化 が 進 ん で お り 、 災 害 時

の 人 命 救 助 な ど の た め に 柔 軟 に

情 報 を 提 供 す る こ と が 困 難 に な

っ て い る 面 も あ る 。 個 人 情 報 保

護 の 徹 底 に 努 め る と 同 時 に 必 要

な サ ー ビ ス が 必 要 な と き に 提 供

で き る 仕 組 み を 研 究 す る 。  

 

（ ３ ） 健 全 な 財 政 運 営 の 維 持  

◇ 都 市 の リ ニ ュ ー ア ル と 財 政  

健 全 性 の バ ラ ン ス  

・ 市 制 施 行 後 、 早 期 に 整 備 し た

上 ・ 下 水 道 や 小 ・ 中 学 校 、 武 蔵

野 公 会 堂 、 ク リ ー ン セ ン タ ー な

ど の 社 会 生 活 を 支 え る 基 盤 が 建

て 替 え な ど の 時 期 を 迎 え つ つ あ

る 。 こ れ ら の 施 設 の 更 新 に は 多

額 の 費 用 負 担 が 予 想 さ れ る 。 今

後 こ れ ら の 更 新 に 備 え 、 中 長 期

的 な ス パ ン で の 財 政 計 画 を 立 て

る と 同 時 に 、 更 新 が 始 ま る ま で

は 積 極 的 に 基 金 の 積 み 立 て を 行

っ て い く 。 ま た 、 施 設 整 備 に あ

た っ て は 、 Ｐ Ｆ Ｉ な ど の 手 法 や

有 利 な 資 金 調 達 方 法 を 研 究 す る 。  

◇財政援助出資団体などの見直し 

・ 平 成 20 年 か ら ５ 年 間 の 移 行

期 間 を も っ て 始 ま る 公 益 法 人 制

度 改 革 や 、 平 成 22 年 の 指 定 管

理 者 の 指 定 替 え な ど を 意 識 し て 、

市 の 財 政 援 助 出 資 団 体 の 位 置 付

け や あ り 方 を 検 討 し 、 市 の 指 針

【 問 15】 こ れ ま で の 市 の 広 報

は 市 民 の サ ー ビ ス の 利 用 に つ

な が っ て い る か 。 市 が 行 っ て

い る 福 祉 や 防 災 な ど の 様 々 な

施 策 は 市 民 に 理 解 さ れ 、 安 心

感 を も た ら し て い る か 。 現 在

の 情 報 伝 達 の 内 容 や 手 法 に 問

題 が あ る と す れ ば ど の よ う な

点 か 。 そ れ を ど の よ う に 改 め

れ ば よ い か 。  
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を 確 立 す る 。 ま た 、 事 業 費 や 運

営 費 な ど の 補 助 金 を 交 付 し て い

る 団 体 に つ い て も 公 共 と 民 間 の

関 係 の あ り 方 、 費 用 対 効 果 の 観

点 を 踏 ま え て 補 助 金 交 付 の あ り

方 の 見 直 し を 行 う 。  

 

（ ４ ） 時 代 の 変 化 に 対 応 す る 柔

軟 な 行 政 運 営  

◇ 事 業 計 画 の 適 切 性 の 確 保  

・ 計 画 ・ 実 行 ・ 見 直 し ・ 行 動

（ Ｐ Ｄ Ｃ Ａ ） の サ イ ク ル を 市 の

主 要 事 業 に 導 入 し 、 ア ウ ト カ ム

（ 行 政 効 果 ） に 基 づ い た 評 価 が

な さ れ る 仕 組 み を 研 究 す る 。  

◇ 職 員 定 数 適 正 化 の 実 施  

・ 市 の 一 般 会 計 の 歳 出 の 中 で 職

員 人 件 費 の 占 め る 割 合 は 平 成

19 年 度 予 算 で 21.5％ で あ る 。

団 塊 の 世 代 が 定 年 を 迎 え る こ と

に よ り 今 後 ５ 年 間 で 約 ４ 分 の １

の 職 員 が 退 職 す る 。 こ れ を 単 に

新 し い 職 員 の 採 用 で 補 う の で は

な く 、 自 治 体 で な け れ ば 担 え な

い 仕 事 は な に か を 精 査 し た う え

で 、 可 能 な 事 業 に つ い て は 民 間

委 託 な ど を 進 め 、 職 員 定 数 の 適

正 化 に 結 び つ け る 。 た だ し 、 そ

の 際 も 職 員 の 年 齢 構 成 な ど の 変

化 に よ っ て 、 自 治 体 の 組 織 体 制

に 支 障 が 出 な い よ う に 十 分 留 意

す る 。  

◇ 指 定 管 理 者 制 度 の 拡 充 と 市  

場 化 テ ス ト の 検 討  

・ 現 在 、 市 の 施 設 266 の う ち

45 の 施 設 で 指 定 管 理 者 制 度 を

導 入 し て い る 。 今 後 も 指 定 管 理

者 制 度 に な じ む 施 設 に つ い て 制

度 を 導 入 し て い く 。 ま た 、 事 務

の 合 理 化 、 経 費 節 減 を 図 る た め 、

市 場 化 テ ス ト の 導 入 も 検 討 す る 。  

◇ 市 民 協 働 の 推 進  

・ 地 方 分 権 化 や 市 民 ニ ー ズ の 多

様 化 に よ り 、 市 役 所 の 仕 事 は 増

加 し て お り 、 限 ら れ た 予 算 の 中

で 全 て の ニ ー ズ を 満 た す こ と は

今 後 ま す ま す 難 し く な る 。 一 方

で 、 市 が サ ー ビ ス を 提 供 す る の

で は な く 、 地 域 住 民 や 民 間 事 業

者 が サ ー ビ ス を 提 供 し た 方 が よ

り 質 の 高 い サ ー ビ ス を 提 供 で き

る 場 合 も あ る 。 市 と 市 民 あ る い

は 事 業 者 が 協 働 し た ほ う が サ ー

ビ ス の 質 が 高 ま る も の に つ い て

は 今 後 一 層 の 協 働 を 進 め る 。  

・ 市 と 市 民 の 協 働 を 円 滑 に す る

こ と を 目 的 と し て 、 市 民 の 集 い

と 交 流 の 場 所 と し て 市 庁 舎 が 利

用 さ れ る こ と を 目 指 す 環 境 デ ザ

イ ン 改 善 を 研 究 し 、 来 庁 者 の 市
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役 所 に 対 す る 印 象 改 善 と 、 職 員

の 業 務 活 性 化 を 図 る 。  

◇ こ れ か ら の 自 治 体 経 営 に 対 応

で き る 職 員 の 育 成  

・ 地 方 分 権 が 進 む な か で 、 「 自

治 体 政 府 」 の 職 員 と し て 経 営 感

覚 を 身 に 付 け 、 自 ら 課 題 意 識 を

持 ち 、 業 務 を 改 善 で き る モ チ

ベ ー シ ョ ン を 持 っ た 職 員 を 育 成

し 、 チ ー ム と し て の 力 を 発 揮 で

き る 組 織 体 制 を 確 立 し て 、 市 役

所 の 活 性 化 を 図 る 。  

◇  人 事 ・ 給 与 制 度 の 改 革  

・ 職 員 の 能 力 を 十 分 に 発 揮 さ せ

る た め に 信 賞 必 罰 の 原 則 を 徹 底

す る と 同 時 に 、 適 切 な 人 事 ・ 給

与 制 度 の 確 立 を 図 る 。 そ の た め

に は 、 勤 務 評 定 制 度 の 改 革 や 職

務 ・ 職 責 に 応 じ た 給 料 表 へ の 見

直 し 、 期 末 勤 勉 手 当 へ の 成 績 率

の 導 入 な ど を 検 討 す る 。  

◇ 市 民 ニ ー ズ に 応 え る 柔 軟 な  

組 織 体 制 の 確 立  

・ 行 政 の 組 織 編 成 が 機 能 ・ 目 的

別 の 縦 割 り 型 組 織 で あ る の は 合

理 的 な 理 由 が あ る が 、 そ の 一 方

で 、 市 民 の 多 様 な ニ ー ズ に 対 し 、

一 か 所 で 総 合 的 に 対 応 で き る 横

断 的 な 組 織 が 求 め ら れ る の に も

十 分 理 由 が あ る 。 横 割 り 型 組 織

の 性 格 を 持 た せ る た め に 従 来 の

縦 割 り 型 組 織 を 基 本 に し た う え

で 、 制 度 的 な チ ー ム 制 の 導 入 、

部 課 横 断 的 な プ ロ ジ ェ ク ト チ ー

ム の 活 用 、 地 域 別 担 当 職 制 の 導

入 な ど に つ い て 検 討 す る 。  

 

（ ５ ） 市 有 財 産 の 有 効 活 用 の 研

究  

◇  未 利 用 地 な ど の 活 用 の 研 究  

・ 例 え ば 西 部 図 書 館 の 機 能 が 武

蔵 野 プ レ イ ス に 移 っ た 後 の 建 物

の 活 用 方 法 や 有 効 活 用 さ れ て い

な い 普 通 財 産 、 未 利 用 地 な ど に

つ い て は 、 有 効 活 用 を 図 る よ う

今 後 研 究 を 進 め る 。  
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【 参 考 資 料 １ 】  

武 蔵 野 市 の 人 口 推 計  

１ ． 性 別 年 齢 別 人 口 （ 総 人 口 ）  

（ １ ）  性 別 年 齢 別 人 口 （ 総 人 口 ）

の 推 計 方 法  

①  コ ー ホ ー ト 要 因 法  

性 別 年 齢 別 人 口 （ 総 人 口 ） の 推

計 に あ た っ て は 、 基 準 人 口 を 平 成

19 年 １ 月 １ 日 住 民 基 本 台 帳 人 口 と

し て 、 近 年 の 武 蔵 野 市 に お け る 人

口 の 変 動 要 因 を 考 慮 に 入 れ る た め 、

コ ー ホ ー ト 要 因 法 （ 人 口 変 動 要 因 (

出 生 ・ 死 亡 ・ 移 動 )を 考 慮 し た 推 計

手 法 ） に よ る 推 計 を 行 っ た 。  

 こ の 推 計 方 法 は 、 人 口 予 測 の 代

表 的 手 法 で あ り 、 国 立 社 会 保 障 ・

人 口 問 題 研 究 所 の 将 来 推 計 人 口 を

推 計 す る 際 に も 用 い ら れ て い る 。  

 

②  開 発 人 口 の 加 算  

本 推 計 に お い て は 、 コ ー ホ ー ト

要 因 法 に よ っ て 求 め ら れ る 推 計 人

口 に 加 え て 、 現 在 市 が 計 画 を 把 握

し て い る 大 規 模 開 発 （ 200 戸 以 上

の マ ン シ ョ ン ） に よ り 予 想 さ れ る

増 加 人 口 も 計 上 し た 。  

 

（ ２ ）  性 別 年 齢 別 人 口 （ 総 人 口 ）

推 移 と 推 計 結 果  

武 蔵 野 市 の 人 口 は 、 昭 和 62

（ 1987） 年 に 136,637 人 に 達 し た

後 、 平 成 ９ （ 1997） 年 に は

130,308 人 ま で 減 少 し た 。 そ の 後 、

再 度 増 加 基 調 に 移 り 、 平 成 19

（ 2007） 年 に は 134,074 人 と な っ

た 。  

大 規 模 開 発 が 終 了 す る 平 成 22

（ 2010） 年 に は 、 137,561 人 と な

り 、 そ の 後 も 増 加 を 続 け 、 平 成 29

（ 2017） 年 に 139,45 7 人 に 達 し た

後 は 、 減 少 傾 向 に 転 じ る 。 目 標 年

次 の 平 成 40 （ 2028 ） 年 に は

137,583 人 に な る 。  

 

 

 

人 口 の 推 移 と 将 来 見 通 し  

 

年 齢 構 成 の 変 化 （ ５ 歳 階 級 人 口 ピ ラ ミ ッ ド ）  

◇  平 成 19（ 2 0 0 7） 年  

◇ 平 成 40 年 ( 2 0 2 8 )年  
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２ ． 世 帯 数  

 武 蔵 野 市 の 世 帯 数 は 増 加 基 調 に

あ り 、 昭 和 60 （ 1985 ） 年 に は

51,434 世 帯 で あ っ た が 、 平 成 17

（ 2005） 年 に は 69,365 世 帯 ま で 増

加 し た 。  

今 後 伸 び 率 は 縮 小 す る も の の 、

増 加 傾 向 は 続 き 、 平 成 37（ 2025）

年 に は 77,807 世 帯 に 達 す る 。 特 に 、

開 発 人 口 増 が 見 込 ま れ る 平 成 17～

22 年 の 期 間 は 、 4,401 世 帯 増 加 す

る 。  

ま た 、 平 均 世 帯 人 員 は 、 平 成 17

（ 2005） 年 の 1.91 人 か ら 平 成 37

（ 2025） 年 に は 1.78 人 ま で 低 下 す

る 。  

 

世 帯 数 の 推 移 と 将 来 見 通 し  

 

３ ． 昼 間 人 口                           

 昼 間 人 口 は 、 昭 和 40（ 1965） 年

か ら 増 加 を 続 け 、 昭 和 50（ 1975）

年 に は 住 民 登 録 人 口 を 上 回 っ た 。

そ の 後 、 平 成 ２ 年 か ら 平 成 12 年 に

か け 増 減 を 繰 り 返 す が 、 152,000

人 か ら 153,00 0 人 の 間 を 推 移 し て

い る 。 今 後 、 住 民 登 録 人 口 に 対 す

る 昼 間 人 口 比 率 は 低 下 す る も の の 、

住 民 登 録 人 口 が 当 面 は 増 加 に 転 じ

る た め 、 昼 間 人 口 も 再 度 増 加 す る 。

平 成 27（ 2015） 年 に 161,56 6 人 に

達 し た 後 は 、 住 民 登 録 人 口 も 微 減

と な る た め 、 平 成 37（ 2025） 年 に

は 159,78 0 人 と な る 。  

 

昼 間 人 口 の 推 移 と 今 後 の 見 通 し  

 

４ ． 外 国 人 登 録 人 口  

 外 国 人 登 録 人 口 は 、 昭 和 61

（ 1986） 年 か ら 平 成 ５ （ 1993） 年

に か け て 、 １ 年 に 10％ を 超 え る 伸

び 率 で 急 増 し 2,000 人 を 超 え た が 、

そ の 後 は 平 成 14（ 2002） 年 に ８ ％

増 、 平 成 16（ 2004） 年 に ４ ％ 減 と

大 き く 変 動 し た ほ か は 、 各 年 ±２

％ 以 内 で 変 動 し て い る 。 平 成 19

（ 2007） 年 は 2,389 人 と な り 、 今

後 は 、 現 状 の ま ま 微 増 を 続 け 、 目

標 年 次 の 平 成 40 （ 2028 ） 年 に は

2,465 人 に 達 す る 。  

 

外 国 人 登 録 人 口 の 推 移 と 将 来 見 通 し  
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５ ． 市 立 小 ・ 中 学 校 の 児 童 ・ 生 徒 数 

平 成 11（ 1999） 年 度 以 降 、 市 立

学 校 に 通 う 児 童 数 は ほ ぼ 横 這 い と

な っ て い る が 、 生 徒 数 は 減 少 を 続

け て い る 。 平 成 18（ 2006） 年 度 で

は 、 児 童 数 は 5,044 人 、 生 徒 数 は

1,839 人 で あ っ た 。  

 開 発 人 口 の 増 加 に 伴 う 流 入 に よ

り 、 児 童 数 は 当 面 増 加 し 、 平 成 25

（ 2013） 年 度 に は 5,200 人 に 達 す

る が 、 そ の 後 は 減 少 基 調 と な り 、

推 計 目 標 で あ る 平 成 39（ 2027） 年

度 に は 3,988 人 ま で 減 少 す る 。  

生 徒 数 は 、 児 童 数 の 変 化 か ら ６

年 ほ ど 遅 れ て 同 じ 動 き を 示 す 性 質

が あ る 。 児 童 数 の 推 移 と 同 様 に 、

当 面 は ほ ぼ 横 ば い か ら 微 増 で 推 移

し 、 平 成 31（ 2019） 年 に 1,965 人

に 達 し た 後 、 減 少 に 転 じ 、 推 計 目

標 で あ る 平 成 39（ 2027） 年 度 に は

1,638 人 と な る 。  

 

児 童 ・ 生 徒 数 の 推 移 と 将 来 見 通 し  

 

６ ． 乳 幼 児 人 口 （ ０ ～ ５ 歳 ）  

０ ～ ５ 歳 児 の 乳 幼 児 人 口 は 、 当

面 は ほ ぼ 現 状 を 維 持 す る が 、 平 成

24（ 2012） 年 は 5,227 人 と な る 。

以 後 も 減 少 を 続 け 、 目 標 年 次 で あ

る 平 成 39（ 2027） 年 に は 3,955 人

と な る 。  
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【 参 考 資 料 ２ 】  

財 政 の 状 況 と 課 題  

 

１ ． 財 政 の 状 況 と 課 題  

武 蔵 野 市 の 財 政 は 市 民 の 高 い 担

税 力 に 支 え ら れ 、 こ れ ま で 健 全 な

財 政 を 維 持 し て き た 。 財 政 力 指 数

も 平 成 18 年 度 に 1.716（ 3 か 年 平

均 ） と な り 、 全 国 第 一 位 と な っ た 。

し か し 、 三 位 一 体 改 革 に よ る 影 響

や 今 後 の 財 政 需 要 を 考 え る と 、 こ

の 状 態 を 将 来 に わ た り 維 持 し て い

く こ と は 大 変 厳 し い と 言 わ ざ る を

得 な い 。  

武 蔵 野 市 の 歳 入 の 特 徴 は 、 市 税

収 入 が 全 体 の 約 6 割 を 占 め て お り 、

そ の う ち の 約 5 割 が 個 人 市 民 税 で

あ る 。 し か し 、 個 人 市 民 税 は 平 成

4 年 の 189 億 円 を ピ ー ク に 減 少 傾

向 と な り 、 今 後 大 き な 伸 び は 期 待

で き な い 。  

法 人 市 民 税 に つ い て は 、 平 成 18

年 度 に 景 気 回 復 に よ る 影 響 が 見 ら

れ た が 、 今 後 も 同 様 な 税 収 を 維 持

で き る か に つ い て は 、 楽 観 で き な

い 状 況 に あ る 。  

こ れ ま で 市 税 は 、 ほ ぼ 350 億 円

前 後 で 推 移 し 、 こ こ 数 年 の 市 税 収

入 の 状 況 を 見 て も 350～ 370 億 円 を

ベ ー ス ラ イ ン と 考 え る 必 要 が あ る 。  

歳 出 に つ い て は 、 人 件 費 、 扶 助

費 、 公 債 費 の 3 費 目 を 合 わ せ た 義

務 的 経 費 が 、 平 成 18 年 度 決 算 で

209 億 円 と な っ て い る 。 扶 助 費 は

徐 々 に 増 加 し て い る も の の 、 市 債

の 償 還 の ピ ー ク が 過 ぎ 、 公 債 費 は

減 少 し て い る 。 人 件 費 は 、 職 員 定

数 適 正 化 計 画 に よ る 人 員 削 減 、 給

与 改 定 、 各 種 手 当 の 見 直 し な ど に

よ り 減 少 傾 向 と な っ て い る が 、 団

塊 世 代 の 退 職 者 の 増 加 が 、 平 成 19

年 度 か ら 22 年 度 に か け て ピ ー ク を

迎 え る こ と か ら 、 今 後 は 増 加 が 予

想 さ れ る 。 扶 助 費 は 乳 幼 児 医 療 費

助 成 の 所 得 制 限 撤 廃 、 義 務 教 育 就

学 児 医 療 費 助 成 の 創 設 や 高 齢 者 人

口 の 増 加 が 今 後 の 増 加 要 因 に な る

と 考 え ら れ る 。  

そ の 他 の 経 常 的 な 経 費 と し て は 、

物 件 費 の 伸 び に も 注 意 が 必 要 で あ

る 。 物 件 費 は 平 成 18 年 度 に 115 億

円 と な り 、 10 年 間 で 10.7％ 増 加 し

て い る 。 特 に 、 物 件 費 の 6 割 以 上

を 占 め る 委 託 料 の 伸 び は 10 年 間 で

22.9％ と 大 幅 な 増 と な っ て お り 、

そ の 抑 制 も 課 題 で あ る 。  

 基 金 に つ い て は 、 平 成 18 年 度 末

の 基 金 残 高 は 、 287 億 円 と な っ た 。

今 後 、 農 水 省 跡 地 利 用 施 設 建 設 事

業 な ど へ の 取 崩 し を 予 定 し て い る

の で 、 減 少 傾 向 が 予 想 さ れ る が 、

こ れ か ら の 市 有 施 設 の 更 新 な ど の

行 政 需 要 を 勘 案 す れ ば 、 基 金 の 取

崩 し は 慎 重 に 計 画 す る 必 要 が あ る 。  

平 成 18 年 度 末 の 市 債 （ 借 金 ） 残

高 は 、 一 般 会 計 260 億 円 、 下 水 道

事 業 会 計 32 億 円 、 土 地 開 発 公 社

112 億 円 で 、 合 計 404 億 円 と な っ

て い る 。 土 地 開 発 公 社 の 借 入 金 は

計 画 的 な 償 還 に 努 め て い る が 、 今

後 も 必 要 な 土 地 の 先 行 取 得 が 予 定

さ れ て い る の で 、 大 幅 な 減 少 は 考

え に く い 。 下 水 道 事 業 会 計 で は 、

平 成 17 年 か ら 始 ま っ た 森 ヶ 崎 水 再

生 セ ン タ ー 建 設 負 担 金 の 増 に 伴 う

公 共 下 水 道 事 業 債 の 増 が 平 成 19 年
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度 も 予 定 さ れ て い る 。  

財 政 構 造 の 弾 力 性 を 表 わ す 経 常

収 支 比 率 は 、 平 成 18 年 度 75.9％

で あ っ た 。 一 般 的 に は 70～ 80％ が

適 正 水 準 と さ れ て お り 、 現 在 は 多

摩 26 市 中 最 も 低 い 。 し か し 、 施 設

の 維 持 管 理 費 の 増 な ど に よ り 、 こ

の 水 準 を 維 持 す る こ と が 難 し く な

る こ と も 考 え ら れ る 。  

 

２ ． 武 蔵 野 市 の 財 政 見 通 し  

国 は 、 来 年 度 も 景 気 回 復 が 続 く

見 込 み で あ り 、 平 成 20 年 度 の 名 目

経 済 成 長 率 は 2.6％ と 想 定 し て い

る 。 武 蔵 野 市 の 歳 入 に つ い て は 、

一 定 の 税 収 増 も 予 想 さ れ る が 、 三

位 一 体 改 革 に よ る 国 庫 補 助 負 担 金

の 一 般 財 源 化 に 伴 い 、 所 得 税 か ら

個 人 住 民 税 へ の 税 源 移 譲 が 実 施 さ

れ た こ と に よ り 、 本 市 に お い て は

平 成 19 年 度 以 降 毎 年 度 ７ 億 9,000

万 円 も の 大 幅 な 税 収 減 が 見 込 ま れ

て い る 。 固 定 資 産 税 に つ い て は 、

平 成 17 年 度 に 地 価 が 下 げ 止 ま り 、

平 成 18 年 度 以 降 上 昇 傾 向 に 変 わ っ

て き た こ と 、 ま た 大 型 マ ン シ ョ ン

の 建 設 計 画 が 続 く こ と な ど か ら 、

増 加 傾 向 に あ る と 予 想 し て い る 。  

歳 出 で は 、 Ｊ Ｒ 中 央 線 連 続 立 体

交 差 事 業 、 農 水 省 跡 地 利 用 施 設 建

設 事 業 及 び 武 蔵 境 駅 周 辺 整 備 事 業

や 、 今 後 取 り 組 ま な け れ ば な ら な

い 吉 祥 寺 駅 南 口 都 市 計 画 事 業 を は

じ め 、 小 中 学 校 な ど 更 新 時 期 を 迎

え 始 め た 市 有 施 設 の 更 新 や 維 持 管

理 の た め の 改 修 事 業 な ど が あ り 、

こ れ ら は 多 額 な 経 費 を 要 す る と 見

込 ま れ る 。 さ ら に 、 地 域 で の 暮 ら

し を 支 え る 福 祉 の 充 実 、 子 育 て し

や す い 環 境 の 整 備 、 持 続 可 能 な 環

境 共 生 都 市 づ く り 、 安 全 ・ 安 心 の

ま ち づ く り な ど 、 多 く の 課 題 が 山

積 し て い る 。  

一 方 、 国 は 個 人 住 民 税 の 一 部 を

出 身 地 な ど に 納 め る 「 ふ る さ と 納

税 」 に つ い て 研 究 会 を 立 ち 上 げ て

い る 。 ま た 、 大 企 業 の 本 社 が 集 積

す る 都 市 部 の 自 治 体 に 、 法 人 二 税

（ 法 人 住 民 税 、 法 人 事 業 税 ） の 税

収 が 集 中 し て い る こ と が 問 題 視 さ

れ 、 税 収 格 差 是 正 の 動 き も あ る 。

い ず れ も 武 蔵 野 市 に と っ て は 、 税

収 減 に つ な が り 、 影 響 が 大 き い と

予 想 さ れ る た め 、 今 後 の 税 制 改 正

の 論 議 を 注 視 し て い く 必 要 が あ る 。  

今 後 数 年 間 の 財 政 状 況 は 、 景 気

回 復 が こ の ま ま 緩 や か に 継 続 し て

い く と し て も 、 決 し て 楽 観 で き る

状 況 で 推 移 す る と は 考 え ら れ な い 。

行 政 運 営 に あ た っ て は 、 サ ー ビ ス

の 質 の 向 上 と コ ス ト の 削 減 に 努 め 、

ス ク ラ ッ プ ･ア ン ド ･ビ ル ド を 強 力

に 推 進 し て い く 必 要 が あ る 。



 用 語 説 明

用　語 説　明

インフラ
インフラストラクチャーの略。社会的経済基盤と社会的生産基盤とを形成するものの総
称。道路・河川・鉄道・通信情報施設・下水道・学校・病院・公園・公営住宅などが含まれ
る。

NPO
Non Profit Organizationの略。「民間非営利組織」又は「民間非営利団体」などと訳される
ことが多い。団体独自の理念（ミッション）を持ち、営利を目的としない社会活動を行う団体
の総称。

家庭福祉員（保育ママ）
制度

保育士、看護師等の資格を有した保育についての技能及び経験を有する者が、自宅のス
ペースを用いて保育を必要とする3歳児未満の乳幼児の保育を行う制度。

景観法
都市、農山漁村等における良好な景観の形成を図るため、基本理念及び国等の責務を
定めると共に、景観計画の策定、規制や支援等所要の措置を講ずる、景観についての総
合的な法律。

軽費老人ホームくぬぎ園
武蔵野市が運営する軽費老人ホーム。＊軽費老人ホーム・・・利用料は負担できるが、比
較的低所得で、家庭環境、住宅事情等の理由により居宅で生活することが困難な人を対
象とする老人ホーム。

健康づくり支援センター
子どもから高齢者まで生涯を通じて健康な市民を増やしていくことを目的として開設。市民
公募の健康づくり推進員による健康情報の提供や、健康づくり人材バンクの活用などによ
り、広く市民の健康づくりを支援している。

権利擁護事業

生活不安を感じている高齢者、身体障がいのある人や、判断能力が不十分なため権利侵
害を受けやすい軽度の認知症高齢者、知的障がいのある人、精神障がいのある人の権
利を擁護し、安心して自立した地域生活を送れるように日常生活の支援、金銭管理、福祉
サービスの利用支援などを行う事業。

後期高齢者 75歳以上の高齢者。

コンパクトシティ
都市の様々な機能が比較的小さな地域に集まっていること。土地の有効活用、各種施設
の効率的な配置、交通渋滞の緩和等を図ることにより、持続可能な都市づくりをめざすも
の。

財政援助出資団体
市が出資等を行い、団体の行う業務が市政と極めて密接な関連を有している団体又は市
が継続的に財政支出を行っている団体のうち特に指導監督等を要する団体。

在宅介護支援センター
老人福祉法に基づく、高齢者保健福祉施策（ゴールドプラン21）における地域社会生活支
援の一環。高齢者の在宅介護などに関するさまざまな相談を受ける24時間対応の窓口設
置、そのほか、在宅介護に関するあらゆる情報提供を行う施設。

サポート医
認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医に対する認知症診断等に関する助言・相談等
を行う医師。

三障害一元化

障害者自立支援法の施行により、身体障がい、知的障がい、精神障がいといった障がい
の種類によって異なる各種福祉サービスが一元化された。これにより、障がいの種類を超
えた共通の場で、それぞれの障がい特性などを踏まえたサービスを提供することができる
ようになった。

CBO Community Based Organizationの略。地域に基盤をおく団体。

市場化テスト
従来、官が独占してきた公共サービスについて、透明・中立・公正な競争条件の下、官と
民との間で競争入札を実施し、その提供主体・提供手法を決めていく制度。

自治基本条例
自治に関する基本的な事項を定める条例。自治の理念、基本的な制度や権利を内容とす
る条例。

シチズンシップ教育 子どもたちが、将来、市民としての役割を果たせるよう、市民意識、市民性等を育む教育。

自治体政府
住民の福祉の増進を図ることを基本として、地域における行政を自主的かつ総合的に実
施する役割を広く担う地方公共団体。

指定管理者制度
平成15年９月に施行された地方自治法改正により新設された制度。この制度導入により、
それまで公共団体、公共的な団体等に限定されていた公の施設の管理運営を民間事業
者も含めた幅広い団体にも委託可能となった。
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用　語 説　明

市民パートナーシップ
市民と市が、それぞれの主体性のもとに、互いの特性を生かしながら、地域の課題や社
会的な課題の解決という共通目的のために、連携し協力し合うこと。

小規模作業所
一般の企業等で働くことの困難な障がいのある人の働く場や活動の場として、障がいのあ
る人、親、ボランティアをはじめとする関係者の共同の事業として運営されているもの。

成年後見制度
認知症高齢者、知的障がいのある人、精神障がいのある人など、判断能力が不十分で、
契約などの法律行為における意思決定が難しい人の保護、支援をするための制度。

セーフティネット 経済的な危機に陥っても最低限の安全を保障してくれる社会的な制度や対策。

セキュリティポリシー
組織全体の情報セキュリティに関する基本方針。＊情報セキュリティ・・・情報を安全に管
理し、適切に利用できるように運営すること。

SOHO
Small　Office　Home　Officeの略。自宅や自宅近くの小さな事務所を拠点に、それぞれの
専門能力を生かし、パソコンなど各種情報機器と技術を駆使し働く労働形態。

地域コミュニティ
居住地域における日常生活の中での出会い、多様な地域活動への参加等を通して形成
される人と人とのつながり 。

地域包括支援センター
介護保険法の改正により、平成18年4月から新たに設置された介護予防支援と包括的支
援事業（介護予防マネジメント等）を行う施設。日常生活圏域（武蔵野市は3圏域）に１セン
ターを設置し、専門職が配置され地域全体を総合的に担当する。

地域リハビリテーション

障害のある人々や高齢者およびその家族が住み慣れたところで、そこに住む人々ととも
に、一生安全に、いきいきとした生活が送れるよう、医療や保健、福祉および生活にかか
わるあらゆる人々や機関・組織がリハビリテーションの立場から協力し合って行う活動の
すべて。

テンミリオンハウス
地域の実情に応じた市民などの「共助」の取り組みに対し､武蔵野市が年間1,000万円
(ten-million)を上限とした運営費補助などの活動支援を行っている施設または事業。

都市マスタープラン
住民に最も身近である市町村が、住民の意見を反映した具体性のあるまちづくりのビジョ
ンを確立し、地区別にあるべき市街地像を示すとともに、整備方針等についてきめ細かく、
かつ総合的に定める都市計画の方針。

土曜学校
小・中学生を対象に、土曜日を利用して、学校の授業ではできない体験や活動をする講
座。市内小・中学校や大学、市民会館、文化施設、体育館等を利用して実施している。

ニート 通学・仕事もせず、自立した社会生活を営むことをしない人々の呼称。

認証保育所
東京都独自の制度により設置基準を設定し、多くの企業の参入と事業者間の競争を促進
することにより、多様化する保育ニーズに応えることを目指した認可外保育施設。

バリアフリー新法
「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」で、従来の「ハートビル法（多
数の人が利用する建築物対象）」と「交通バリアフリー法（駅や空港といった旅客施設を対
象）」を一本化した法律。

PFI
Private Finance Initiativeの略。社会資本の整備や公共サービスの提供に際し、民間の資
金やノウハウを導入する方式のこと。イギリスで始められた制度で、道路、鉄道、橋、ごみ
処理場、病院などの整備や運営にこの方式が取り入れられている。

フリーター
15～34歳の若年者(学生及び主婦を除く)のうち、正社員・フルタイムという正規の雇用形
態ではなく、アルバイト・パートと呼ばれる短期または臨時の雇用形態で働く人々の呼称。

メンタルヘルス
多様化、複雑化する社会で、精神的な悩みを持ち、苦しむ人が急増している。身体の健康
増進と共に、心の健康を保つための支援の必要性（精神保健）。

ユニバーサルデザイン
年齢、障がいの有無などに関わらず、すべての人々に利用しやすいまちや建物、製品、
サービスづくりを行っていこうとする考え方。

ライフワーク・バランス
幸せな人生を送るために、自分の価値観に合う働き方、仕事と生活の調和を考えようとい
う概念。

療養病床
病院又は診療所の病床のうち、精神病床等以外の病床で主として長期にわたり療養を必
要とする患者を入院させるための病床。
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